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一括清算で乗務員の負担軽減一括清算で乗務員の負担軽減
（8時間以上）（8時間以上）

● 乗船手配業務● 乗船手配業務
● 人材不足解消● 人材不足解消
● 環境対策● 環境対策
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　 全国をカバー
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モーダルシフトの決定打！モーダルシフトの決定打！

大阪大阪

昭和35年11月28日第3種郵便物認可 第2097号平成29年（2017年）

発行所公益社団法人

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番5
全日本トラック総合会館

創刊 昭和28（1953）年2月

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
http://www.jta.or.jp

（会員の購読料は会費に含みます）

12月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【新標準約款を有効に活かす行動を】…２面／タ
イヤケアホントの話【スペアタイヤの落下事故を防ぐ手立てはある】…３面／食の新旧街道
を行く【滋味のふるさと⑦お多福はお好み焼きソース】…９面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,456 101.6%

一　般 ― 102.7%
宅配便（千個） 332,762 110.7%

輸送統計
平成29年9月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
122

（＋2）
92

（＋2）
214

（＋4）

交通事故死者数（人）
10月31日現在 11月29日現在

2,940
（−194）

3,309
（−156）

全国の死亡
事故件数

2,884
（−153）

平成29年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

２・

3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

４ 《第49回全国トラック
��ドライバー・コンテスト特集》
・受賞記念インタビュー

７ ・�女性の輝く現場から
�トラガールのお仕事。
��共立運輸㈱（北海道）小野�香織さん

６
・東京モーターショー2017特集・後編
　車体メーカー各社の出展概要
・自民党トラック議連総会出席議員名簿
公明党トラック問題議員懇話会出席議員名簿

５
《エコドライブ特集》
・平成29年度
　　エコドライブ活動コンクール

上越運送㈱（新潟県）

8 ・��「健康職場づくり」事業者訪問
　　日生運輸㈱（石川県）

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

11/15〜12/14  8971
12/15〜H30.1/14  6211

10 ・��シリーズ「会長に聞く」
�沖縄県トラック協会・佐次田�朗会長

９ ・トラックステーション
（TS）年末年始休業案内

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
28
日
︑
千
原
武
美
副
会

長
（
交
通
対
策
委
員
長
）
名

で
︑﹁
交
通
事
故
防
止
へ
の
取

り
組
み
に
対
す
る
緊
急
要

請
﹂
を
行
っ
た
︒
要
請
は
︑

﹁﹃
絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ

な
い
﹄
と
い
う
気
概
と
信
念

を
も
っ
て
安
全
運
行
に
徹
す

る
こ
と
﹂
な
ど
︑
交
通
・
労

働
災
害
事
故
防
止
対
策
の
徹

底
を
求
め
る
も
の
（
別
掲
）︒

　

警
察
庁
の
発
表
に
よ
る

と
︑
今
年
10
月
末
現
在
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事

者
と
な
る
死
亡
事
故
件
数

は
︑
前
年
同
期
比
で
４
件
増

加
の
２
１
４
件
と
な
り
︑
平

成
28
年
１
月
か
ら
続
い
て
い

た
減
少
傾
向
が
止
ま
っ
た
︒

ま
た
︑11
月
22
日
未
明
に
は
︑

大
阪
市
の
阪
神
高
速
道
路
で

酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
事
業

用
大
型
ト
レ
ー
ラ
が
タ
ク
シ

ー
と
衝
突
し
︑
タ
ク
シ
ー
の

乗
客
と
乗
員
３
人
が
死
傷
す

る
重
大
事
故
が
発
生
す
る
な

ど
﹁
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状

況
﹂に
あ
る（
２
面
に
関
連
）︒

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て

輸
送
需
要
が
活
発
化
す
る
時

期
を
迎
え
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
が
関
係
す
る
交
通
事
故
の

根
絶
を
目
指
す
た
め
緊
急
要

請
を
行
っ
た
も
の
で
︑
要
請

文
書
は
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
同
封
し
て
全
会

員
に
確
実
に
配
布
す
る
こ
と

に
し
た
︒

　

こ
の
た
び
開
催
さ
れ
た
表

彰
状
授
与
式
に
は
︑
４
㌧
・

11
㌧
・
ト
レ
ー
ラ
・
女
性
の

各
部
門
の
入
賞
者
（
第
１
位

～
第
５
位
）
と
︑
国
土
交
通

大
臣
賞
受
賞
者
・
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
長
特
別
賞
受
賞

者
が
出
席
し
た
︒

　

式
の
冒
頭
︑
坂
本
克
己
全

ト
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
︑

﹁
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
は
悪
天

候
の
中
︑
参
加
者
総
勢
１
５

０
人
に
よ
る
熾
烈
な
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
︒
皆
さ
ん

　

同
総
会
に
は
︑
全
ト
協
か

ら
坂
本
克
己
会
長
︑
辻
卓
史

副
会
長
︑小
林
和
男
副
会
長
︑

小
丸
成
洋
副
会
長
︑
小
幡
鋹

伸
副
会
長
︑
須
藤
弘
三
副
会

長
︑
嶋
田
康
子
副
会
長
︑
小

林
幹
愛
副
会
長
︑
田
中
亨
副

会
長
︑
桝
野
龍
二
理
事
長
が

出
席
し
た
︒

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
細
田

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
会
長

は
︑﹁
景
気
が
じ
り
じ
り
と

上
向
い
て
き
て
お
り
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
中
で
︑
本
日
は
様
々

な
ご
要
望
を
伺
い
な
が
ら
決

議
を
行
い
た
い
︒
高
速
道
路

の
割
引
や
︑
働
き
方
改
革
等

に
関
す
る
諸
問
題
に
対
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
議
連
と
し
て
︑
年

末
の
税
制
改
正
・
予
算
等
に

向
け
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
﹂

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
︒

　

坂
本
全
ト
協
会
長
は
︑
国

会
会
期
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
勢
の
国
会
議
員
が
出
席
し

た
こ
と
に
対
し
て
謝
意
を
示

し
︑﹁
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
は
︑
国
民
生
活
と
経
済

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
使
命

を
果
た
す
べ
く
︑
日
々
精
進

し
て
い
る
が
︑
業
界
の
自
助

努
力
だ
け
で
は
い
か
ん
と
も

し
が
た
い
面
が
多
々
あ
る
︒

は
正
々
堂
々
力
を
発
揮
さ

れ
︑
見
事
今
回
の
栄
誉
を
勝

ち
取
ら
れ
た
︒
皆
さ
ん
は
全

国
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
︒
今
後

も
︑
す
べ
て
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
入

賞
者
を
激
励
︒
早
川
治
国
土

交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
と

長
谷
川
豊
警
察
庁
長

官
官
房
審
議
官
か
ら
の

祝
辞
に
続
き
︑
総
合
得

点
９
８
６
点
を
獲
得

し
︑
最
高
賞
の
﹁
内
閣
総
理

大
臣
賞
﹂
を
受
賞
し
た
４
㌧

部
門
・
北
海
道
代
表
の
佐
藤

亮
介
さ
ん
を
は
じ
め
︑
各
部

門
の
入
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

坂
本
会
長
が
賞
状
と
盾
を
手

渡
し
た（
４
面
に
関
連
記
事
）︒

ど
う
か
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
た
︒

　

続
い
て
︑
桝
野
全
ト
協
理

事
長
が
業
界
の
最
重
点
要
望

事
項
と
し
て
︑
①
高
速
道
路

料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引

最
大
50
％
の
継
続
︑
②
働
き

方
改
革
実
現
の
た
め
の
諸
対

策
に
係
る
補
助
・
助
成
の
創

設
・
拡
充
︑
③
高
速
道
路
の

積
極
的
な
活
用
に
向
け
た
諸

施
策
の
実
現
︑
④
自
動
車
関

係
諸
税
の
負
担
軽
減
・
簡
素

化
︱
︱
に
つ
い
て
説
明
︒
そ

れ
を
受
け
︑
各
事
項
へ
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
国
土
交
通

省
と
厚
生
労
働
省
が
説
明
を

行
っ
た
︒

　

出
席
議
員
と
の
意
見
交
換

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
20
日
︑
第
49
回
﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
状
授
与
式
﹂

を
︑
東
京
都
港
区
の
第
一
ホ

テ
ル
東
京
で
開
催
し
た
︒

　

今
年
は
10
月
21
日
と
22
日

に
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
安
全
運
転

中
央
研
修
所
（
茨
城

県
ひ
た
ち
な
か
市
）

で
実
科
競
技
（
運
転
技
能
・

点
検
）
と
学
科
競
技
が
行
わ

れ
た
が
︑
関
東
地
方
に
上
陸

し
た
台
風
21
号
の
影
響
が
見

込
ま
れ
た
た
め
︑
翌
23
日
に

開
催
予
定
だ
っ
た
表
彰
式
が

中
止
と
な
っ
た
︒

自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・

道
路
調
査
会
で
も
要
望

　

11
月
28
日
に
は
自
由
民
主

党
政
務
調
査
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進

・
道
路
調
査
会
が
開
催
さ

れ
︑全
ト
協
か
ら
坂
本
会
長
︑

小
幡
副
会
長
︑
桝
野
理
事
長

が
出
席
し
︑
高
速
道
路
料
金

に
お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割

引
最
大
50
％
の
継
続
等
︑
最

重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
︒
同
会
議
に
お

い
て
も
決
議
が
行
わ
れ
︑
大

口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％

の
継
続
に
関
し
て
は
︑﹁
働

き
方
改
革
の
観
点
か
ら
重
要

で
あ
る
た
め
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
を
活
用
し
て
継
続
し
︑
そ

の
予
算
は
︑
地
域
が
要
望
す

る
道
路
の
整
備
や
維
持
管
理

に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
︑

29
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
確

保
す
る
こ
と
﹂
と
さ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

同
日
︑
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
振
興
議
員
連
盟
総
会
に
続

き
︑
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

で
開
催
さ
れ
た
﹁
公
明
党
ト

ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
﹂

に
も
出
席
し
た
︒

　

冒
頭
︑
北
側
一
雄
ト
ラ
ッ

ク
問
題
議
員
懇
話
会
会
長
と

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
後
︑
桝
野

龍
二
全
ト
協
理
事
長
が
︑
平

成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算

に
関
す
る
最
重
点
要
望
事
項

に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
︒

　

続
い
て
行
わ
れ

た
出
席
議
員
と
の

意
見
交
換
で
は
︑

下
請
多
層
構
造
や

隊
列
走
行
な
ど
︑

多
岐
に
わ
た
る
テ

ー
マ
で
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ

た
（
出
席
議
員
名

簿
は
６
面
）︒

自民党トラック輸送振興議員連盟総会で平成30年度税制改
正・予算要望を行う坂本克己会長（11月17日、ルポール麹町）

１． 　トラック輸送に携わる一人ひとりが安全意識を高
め、「絶対に事故を起こさない」という気概と信
念をもって安全運行に徹すること。

２． 本年 11 月16 日から来年 1 月10 日まで実施し
ている第 57 回「正しい運転・明るい輸送運動」
に示されている項目を再確認し、交通・労働災
害事故の防止等の更なる徹底を期すこと。

３． 国土交通省の「年末年始の輸送等に関する安
全総点検」に基づき、関係者一丸となって輸
送安全総点検期間中の交通事故「０」（ゼロ）
を目指す取り組みを強化すること。

　　　　　　　　　　　平成 29 年 11 月28 日
　　　　　　 公益社団法人　全日本トラック協会
　　　　　　　　　　副会長（交通対策委員長）
　　　　　　　　　　　　　　　　千原　武美

で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
皆

様
方
に
︑
継
続
的
に
経
営
を

安
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
︑働
き
方
改
革
に
繋
が
り
︑

新
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
入
っ

て
き
や
す
い
労
働
環
境
を
整

え
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
︒

大
口
・
多
頻
度
割
引
の
継
続

を
は
じ
め
︑
ぜ
ひ
各
省
庁
の

皆
様
に
は
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
﹂
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
︒

　

総
会
の
最
後
に
は
︑﹁
大
口

・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の

継
続
﹂
な
ど
４
項
目
の
決
議

を
採
択
し
た
（
表
）︒

「内閣総理大臣賞」の佐藤亮介さん（北海道代表）をはじめ全入賞者へ坂本克己会長から賞
状と盾が手渡された（11月20日、第一ホテル東京）

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題

議
員
懇
話
会
で
も
要
望

第49回 全国トラックドライバー・コンテスト

交
通
事
故
防
止
を
緊
急
要
請

「
絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
気
概
と
信
念
を

全ト協

「
表
彰
状
授
与
式
」
を
開
催

坂
本
会
長
が
上
位
入
賞
者

全
員
へ
賞
状
と
盾
を
手
渡
し

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11
月
17
日
︑﹁
自
由
民

主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
（
細
田
博
之
会

長
）
総
会
﹂
に
お
い
て
︑
平
成
30
年
度
税
制
改
正

・
予
算
に
関
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重

点
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

２
０
８
人
の
国
会
議
員
が
参
集
（
出
席
議
員
名
簿

６
面
）
し
︑
業
界
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
︒
坂
本
克
己
会
長
を
先
頭
に
要
望
を
展

開
し
た
結
果
︑
議
連
総
会
の
最
後
に
は
︑﹁
大
口
・

多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継
続
﹂
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
の
要
望
実
現
に
向
け
て
︑
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
旨
決
議
さ
れ
た
︒

緊急要請

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク

問
題
議
員
懇
話
会

で
あ
い
さ
つ
す
る

坂
本
会
長
（
11
月
17

日
、
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
）

表　自由民主党トラック輸送振興議員連盟決議
一、 生産性の向上、労働環境の改善、安全・環境対策

に大きな効果をもたらす高速道路の利用促進を図る
ため、大口・多頻度割引最大 50％の継続

一、 働き方改革実現のための諸対策に係る補助・助成
の創設・拡充

一、 高速道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
一、 自動車関係諸税の負担軽減・簡素化

「
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
継
続
」
を
決
議

最重点４項目を要望
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
総
会
で

全
ト
協

平成 30 年度 税制改正・予算
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.11.15—
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物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

新
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
が
施
行
に
な
っ
て
約
１
か
月
だ

が
︑
こ
の
間
︑
様
々
な
声
が
耳
に

入
っ
て
き
て
い
る
︒
代
表
的
な
の
は

﹁
積
込
み
料
や
取
卸
し
料
︑
待
機

時
間
料
を
い
く
ら
に
設
定
し
た
ら

よ
い
の
か
﹂
と
い
っ
た
疑
問
や
質

問
で
あ
る
︒
新
標
準
約
款
の
考
え

方
を
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
︑
運
送

会
社
は
﹁
運
賃
﹂
収
入
だ
け
で
健

全
な
経
営
が
で
き
な
け
れ
ば
い
け

な
い
︒
し
た
が
っ
て
荷
役
料
や
諸

作
業
料
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
以
外
の

人
が
作
業
を
行
う
こ
と
を
前
提

に
︑
コ
ス
ト
を
計
算
し
て
料
金
を

設
定
す
る
︒
一
方
︑
待
機
時
間
料

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
賃
金

が
基
本
的
な
コ
ス
ト
に
な
る
（
冷

凍
車
で
は
冷
凍
機
の
燃
料
代
な
ど

も
含
む
）︒
だ
が
︑
待
機
時
間
料

は
収
受
す
る
こ
と
が
本
来
の
目
的

で
は
な
い
︒
待
機
時
間
を
な
く
す

た
め
の
方
策
の
一
つ
と

考
え
る
べ
き
だ
︒

　

一
方
︑
新
標
準
約
款

に
否
定
的
な
声
も
聞
こ

え
て
く
る
︒
そ
の
典
型

的
な
も
の
は
﹁
運
賃
と

は
別
に
諸
料
金
を
分
け

て
も
︑
ど
う
せ
払
っ
て

も
ら
え
な
い
︒
そ
れ
な

ら
面
倒
な
こ
と
（
新
標

準
約
款
に
よ
る
運
賃
等
の
変
更

届
出
）
は
し
な
い
方
が
よ
い
﹂

と
い
う
意
見
だ
︒
こ
の
よ
う
な

考
え
方
か
ら
︑
旧
標
準
約
款
を

引
き
続
き
使
用
す
る
場
合
で

も
︑
認
可
申
請
な
ど
の
手
続
き

は
必
要
に
な
る
︒
そ
れ
で
も
︑

運
賃
と
諸
料
金

や
待
機
料
な
ど

を
あ
え
て
分
け

な
い
と
い
う
判

断
で
あ
ろ
う
︒

　

先
日
︑
新
標

準
約
款
を
使
用

す
る
た
め
に
運

賃
や
諸
料
金
な

ど
の
変
更
届
出

を
し
た
事
業
者

を
訪
ね
た
︒
同

社
の
社
長
は
︑

業
界
の
一
部
に

あ
る
新
標
準
約

款
に
否
定
的
な

声
に
対
し
︑﹁
気

持
ち
は
よ
く
分

か
る
︒
今
ま
で
は
自
分
も
そ
う

だ
っ
た
か
ら
﹂と
い
う
︒だ
が﹁
こ

れ
ま
で
長
い
間
︑﹃
ど
う
せ
何

々
だ
か
ら
︙
︙
﹄
と
言
い
続
け

て
き
た
結
果
と
し
て
現
在
が
あ

る
︒
だ
か
ら
思
い
切
っ
て
︑
１

歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
現
状

は
打
破
で
き
な
い
﹂
と
い
う
考
え

に
変
わ
っ
た
︒

　

ま
た
別
の
事
業
者
は
︑
今
回
の

標
準
約
款
改
正
を
︑﹁
荷
主
都
合

で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
シ
ワ
寄
せ
を
与

え
る
︑
長
年
の
旧
弊
を
断
ち
切
る

た
め
の
最
初
に
し
て
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
﹂
と
い
う
︒
そ
し
て
﹁
我
々

の
業
界
に
対
し
て
︑
今
ほ
ど
行
政

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
︒
こ
の
好
機
を
逃
し

た
ら
︑二
度
と
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
﹂

と
話
す
︒

　

新
運
送
約
款
を
機
に
︑
運
賃
︑

諸
料
金
改
正
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
行
動
を
始

め
た
事
業
者
も
い
る
︒
こ
の
事
業

者
は
︑﹁
年
内
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
︑
取
引
先
を
全
部
訪
ね

て
標
準
約
款
改
正
を
説
明
す
る
﹂︒

そ
の
際
に
﹃
標
準
貨
物
自
動
車
運

送
約
款
の
改
正
概
要
﹄
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
渡
す
と
い
う
︒
だ
が﹃
荷

主
勧
告
制
度
の
新
た
な
運
用
﹄は
︑

取
引
先
の
企
業
風
土
や
担
当
者
の

個
人
的
性
格
︑
ま
た
︑
そ
の
場
の

雰
囲
気
や
反
応
な
ど
か
ら
︑
相
手

に
渡
す
か
否
か
を
判
断
す
る
と
い

う
︒
そ
し
て
︑
で
き
れ
ば
来
年
４

月
の
新
年
度
か
ら
の
契
約
改
定
を

目
指
し
て
︑
年
明
け
か
ら
具
体
的

に
交
渉
を
進
め
る
計
画
だ
︒

第
198
回

新標準約款を有効に活かす行動を

　あなたは高速道路のトンネル入口に接近しています。小雪が舞っ
ていますが、路面は積雪していません。この場面にはどのような危険
がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよ
いでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 94回〕「高速道路のトンネル入口付近の走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

警
察
庁
が
毎
月
公
表
し
て

い
る
﹁
交
通
事
故
統
計
﹂
に

よ
る
と
︑
平
成
29
年
10
月
末

現
在
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が

第
１
当
事
者
と
な
る
死
亡
事

故
件
数
は
２
１
４
件
と
な
り
︑

前
年
同
期
比
で
４
件
増
加
︒

車
種
別
発
生
状
況
で
は
︑
大

型
車
が
１
２
２
件
（
前
年
同

期
比
２
件
増
）
と
６
割
を
占

め
︑中
型
車
以
下
は
92
件（
同

２
件
増
）
と
い
ず
れ
も
前
年

同
期
を
上
回
っ
た
︒
前
年
同

期
を
上
回
っ
た
の
は
︑
28
年

１
月
以
来
21
か
月
振
り
の
こ

と
で
︑
減
少
傾
向
を
続
け
て

い
た
だ
け
に
﹁
極
め
て
憂
慮

す
べ
き
状
況
﹂
に
あ
る
︒

　

ま
た
︑
11
月
22
日
未
明
に

は
︑
大
阪
府
大
阪
市
の
阪
神

高
速
道
路
上
で
︑
酒
気
帯
び

運
転
の
事
業
用
大
型
ト
レ
ー

ラ
が
タ
ク
シ
ー
に
衝
突
し
て
︑

タ
ク
シ
ー
の
乗
客
１
人
が
死

亡
︑
同
乗
客
１
人
が
意
識
不

明
︑
そ
し
て
︑
タ
ク
シ
ー
乗

務
員
は
骨
折
な
ど
の
重
傷
を

負
う
重
大
事
故
が
発
生
し

た
︒
ま
た
︑
10
月
に
は
岡
山

県
内
の
中
国
自
動
車
道
で
︑

軽
自
動
車
が
路
上
に
落
下
し

て
い
た
事
業
用
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
に
乗
り

上
げ
て
故
障
し
︑
乗
員
２
人

が
路
肩
へ
避
難
し
て
い
た
と

こ
ろ
︑
後
続
の
大
型
ト
レ
ー

ラ
が
落
下
し
て
い
た
タ
イ
ヤ

へ
乗
り
上
げ
て
横
転
し
︑
避

難
し
て
い
た
２
人
が
巻
き
込

ま
れ
て
死
亡
す
る
事
故
が
発

生
す
る
な
ど
︑
事
業
用
車
両

が
関
与
す
る
事
故
が
増
え
て

い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
９
月
開
催
の
﹁
第
１
０

９
回
交
通
対
策
委
員
会
﹂で
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂

を
策
定
し
︑
２
０
２
０
（
平

成
32
）
年
ま
で
に
︑
死
者
数

を
２
０
０
人
以
下
と
す
る
こ

と
を
数
値
目
標
と
し
て
設
定

し
て
い
る
︒
計
画
で
は
︑
全

ト
協
・
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
と
会
員
事
業
者
が
連

携
し
︑
交
通
事
故
防
止
対
策

の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と

に
し
て
い
る
が
︑
こ
の
ま
ま

で
は
︑
そ
の
目
標
の
達
成
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
全
ト
協
交
通

対
策
委
員
会
は
︑
こ
れ
か
ら

年
末
に
か
け
て
輸
送
需
要
が

活
発
化
す
る
時
期
を
と
ら

え
︑
会
員
事
業
者
に
対
す
る

緊
急
要
請
を
行
う
こ
と
と
し

た
︒

　

な
お
︑
本
緊
急
要
請
は
︑

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
て
会
員
事
業
所
に

配
布
し
︑
会
員
事
業
者
に
対

す
る
周
知
徹
底
を
期
す
こ
と

に
し
て
い
る
︒

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
分
科

３
チ
ー
ム
の
活
動
を
中
間

報
告第

４
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
14
日
︑
第
４
回
物
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
を
開

催
︒
冒
頭
役
員
の
選
任
が
行

わ
れ
︑
竹
津
久
雄
全
ト
協
副

会
長
が
新
委
員
長
に
選
任
さ

れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
29
年
度

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ワ
ー
キ

ン
グ
委
員
会
の
活
動
報
告
と

し
て
︑
①
自
主
行
動
計
画
策

定
チ
ー
ム
②
標
準
運
送
約
款

ト
ラ
ブ
ル
対
応
検
討
チ
ー
ム

③
貨
物
事
故
削
減
対
策
チ
ー

ム
︱
︱
の
３
チ
ー
ム
の
活
動

に
関
す
る
中
間
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
た
︒

　

自
主
行
動
計
画
策
定
チ
ー

ム
は
︑
全
ト
協
・
中
小
企
業

庁
に
よ
る
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
（
Ｆ
Ｕ
）
予
定
等
を

報
告
し
た
︒
10
月
に
は
︑
参

加
19
社
が
﹁
進
捗
状
況
自
己

評
価
表
﹂
を
提
出
︒
全
ト
協

Ｆ
Ｕ
で
は
︑
30
年
６
月
に
Ｆ

Ｕ
調
査
と
し
て
再
度
同
表
の

提
出
を
行
い
︑
同
７
月
に
進

捗
状
況
・
課
題
等
を
取
り
ま

と
め
て
国
土
交
通
省
へ
報
告

予
定
︒
中
企
庁
Ｆ
Ｕ
は
︑
30

年
２
月
～
３
月
に
Ｆ
Ｕ
調
査

を
行
い
︑
同
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
︑
国
交
省
が
３
月
開

催
予
定
の
﹁
自
動
車
運
送
事

業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂
へ
報

告
予
定
で
あ
る
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
標
準
運
送
約
款
の

把
握
・
普
及
に
向
け
︑
荷
主

企
業
・
運
送
事
業
者
が
共
有

で
き
る
ツ
ー
ル
を
作
成
し
︑

周
知
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
標
準
運
送

約
款
ト
ラ
ブ
ル
対
応
検
討
チ

ー
ム
は
︑
10
月
12
日
に
初
会

合
を
開
催
︒
ツ
ー
ル
作
成
の

た
め
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等

を
実
施
し
︑
同
調
査
結
果
を

反
映
し
て
標
準
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
・
宅
配
便
﹂
約
款
の

ポ
イ
ン
ト
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
共

有
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
︒

　

さ
ら
に
︑
貨
物
事
故
削
減

対
策
チ
ー
ム
で
は
︑
27
年
に

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

続
き
︑
本
年
新
た
な
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
︒
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
お
よ
び
参
加
メ
ン
バ

ー
・
関
連
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
基
に
︑
特
積
貨
物
輸

送
の
仕
組
み
や
適
正
な
梱
包

事
例
な
ど
の
内
容
を
追
加

し
︑
運
送
事
業
者
︑
各
都
道

府
県
ト
協
︑
荷
主
団
体
に
配

布
す
る
こ
と
と
し
た
︒

平
成
30
年
引
越
繁
忙
期
対

策
実
施
事
項
を
承
認

第
44
回
引
越
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
21
日
︑
第
44
回
引
越
部

会
（
松
橋
謙
一
部
会
長
）
を

開
催
︒
平
成
30
年
引
越
繁
忙

期
対
策
実
施
事
項
（
案
）
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
︑
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

引
越
繁
忙
期
に
お
け
る
分

散
引
越
対
策
で
は
︑
30
年
も

混
雑
見
込
み
情
報
を
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る

ほ
か
︑
分
散
引
越
協
力
依
頼

チ
ラ
シ
を
新
た
に
作
成
・
配

布
す
る
︒

　

ま
た
︑
引
越
運
送
に
お
け

る
駐
車
規
制
に
つ
い
て
︑
引

越
部
会
か
ら
警
察
庁
等
に
対

し
規
制
緩
和
要
望
検
討
を
行

う
こ
と
と
し
た
︒

　

報
告
事
項
で
は
︑
ま
ず
︑

今
年
度
初
め
て
の
更
新
申
請

が
行
わ
れ
た
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ

ー
ク
）
に
つ
い
て
︑
２
４
８
事

業
者
（
う
ち
新
規
31
︑
更
新

２
１
７
）
の
申
請
が
あ
り
︑

２
４
１
事
業
者
（
う
ち
新
規

28
︑
更
新
２
１
３
）
の
申
請

を
受
理
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
29
年
度
の
引
越

安
心
マ
ー
ク
の
認
知
度
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
︑
引
越
安

心
マ
ー
ク
の
認
知
度
が
２
年

前
の
約
19
％
か
ら
約
31
％
に

上
昇
し
た
こ
と
や
︑
マ
ー
ク

を
知
っ
た
き
っ
か
け
の
約
46

％
が
ト
ラ
ッ
ク
の
車
体
に
貼

付
さ
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
︑
引
き
続
き
ス

テ
ッ
カ
ー
の
車
体
へ
の
貼
付

を
励
行
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
標
準
引
越
運

送
約
款
改
正
検
討
会
の
進
捗

状
況
（
３
面
に
別
掲
）
に
関

す
る
報
告
も
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
︑
研

修
会
と
し
て
︑
三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
㈱
営
業
推
進
部

法
人
開
発
室
の
冨
永
剛
生
課

長
が
講
演﹁﹃
働
き
方
改
革
﹄

実
務
対
応
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
行

っ
た
︒

新
部
会
長
に
宮
地
高
照
氏

第
47
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

　

11
月
27
日
︑
第
47
回
鉄
骨

・
橋
梁
部
会
総
会
が
開
催
さ

れ
︑
平
成
28
年
度
事
業
報
告

（
案
）︑
29
年
度
事
業
計
画

（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
︑
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
た
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
で
は
︑
江
澤
恵
二
部
会

長（
東
京
）の
退
任
に
伴
い
︑

宮
地
高
照
副
部
会
長（
大
阪
）

を
新
部
会
長
に
選
任
︒
新
副

部
会
長
に
つ
い
て
は
︑
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
鉄
骨
・

橋
梁
専
門
部
会
の
新
部
会
長

決
定
後
に
選
任
す
る
こ
と
と

し
た
︒

　

就
任
に
あ
た
り
︑
宮
地
新

部
会
長
は
﹁
総
会
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
正
副
部
会
長
会

議
で
は
︑
当
部
会
の
存
続
や

存
在
意
義
に
つ
い
て
話
し
合

い
︑重
量
部
会
へ
の
合
流
や
︑

解
散
な
ど
の
意
見
も
出
た
︒

し
か
し
︑
特
に
こ
こ
数
年
︑

法
改
正
や
取
り
締
ま
り
の
厳

格
化
に
よ
り
経
営
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
中
︑

国
や
荷
主
等
に
働
き
か
け
︑

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

も
当
部
会
の
存
在
は
必
要
不

可
欠
︒
部
会
員
と
業
界
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
﹂

と
抱
負
を
述
べ
た
︒

　

29
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
荷
主
団
体
や
他
の
重
量
品

輸
送
部
会
等
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
︑
鉄
骨
・
橋
梁
輸

送
業
界
の
問
題
点
を
把
握
す

る
と
と
も
に
︑
こ
の
改
善
・

解
決
に
向
け
た
方
策
を
検
討

す
る
②
鉄
骨
・
橋
梁
輸
送
に

係
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
︑
輸

送
効
率
化
に
向
け
て
の
検
討

や
環
境
お
よ
び
安
全
対
策
の

推
進
を
図
る
︒
併
せ
て
︑
各

地
方
整
備
局
ま
た
は
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
て
行

わ
れ
る
特
殊
車
両
通
行
許
可

等
の
講
習
会
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
等
に
よ
り
︑
関

係
法
令
の
遵
守
を
徹
底
す
る

︱
︱
な
ど
４
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
︑（
一
社
）

日
本
橋
梁
建
設
協
会
と
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
︑
橋

梁
輸
送
に
お
け
る
現
状
と
課

題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
た
︒

平
成
29
年
度
﹁
年
末
年
始

の
輸
送
等
に
関
す
る
安
全
総

点
検
﹂
実
施

点
検
整
備
等
に
よ
る
安
全

確
保
の
徹
底
求
め
る

　

国
土
交
通
省
は
12
月
10
日

㈰
～
平
成
30
年
１
月
10
日
㈬

に
か
け
て
︑平
成
29
年
度
﹁
年

末
年
始
の
輸
送
等
に
関
す
る

安
全
総
点
検
﹂を
実
施
す
る
︒

　

国
交
省
全
体
の
重
点
点
検

事
項
は
︑
①
安
全
管
理
（
特

に
乗
務
員
の
健
康
状
態
︑
過

労
状
態
の
確
実
な
把
握
︑
乗

務
員
に
対
す
る
指
導
監
督
体

制
）
の
実
施
状
況
②
自
然
災

害
︑
事
故
等
発
生
時
の
乗
客

等
の
安
全
確
保
の
た
め
の
通

報
・
連
絡
・
指
示
体
制
の
整

備
・
構
築
状
況
③
テ
ロ
防
止

の
た
め
の
警
戒
体
制
の
整
備

状
況
や
乗
客
等
の
安
心
確
保

の
た
め
の
取
り
組
み
︑
テ
ロ

発
生
時
の
通
報
・
連
絡
・
指

示
体
制
の
整
備
状
況
お
よ
び

テ
ロ
発
生
を
想
定
し
た
訓
練

の
実
施
状
況
④
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
実
施
状
況

︱
︱
の
４
点
︒

　

ま
た
︑
今
年
度
の
自
動
車

局
の
重
点
点
検
事
項
に
関
し

て
は
︑
先
般
の
中
国
自
動
車

道
に
お
け
る
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

落
下
に
よ
る
事
故
を
受
け
︑

点
検
・
整
備
に
係
る
事
項
が

追
加
さ
れ
︑
①
軽
井
沢
ス
キ

ー
バ
ス
事
故
を
踏
ま
え
た
貸

切
バ
ス
の
安
全
対
策
の
実
施

状
況
②
健
康
管
理
体
制
の
状

 

ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
折
損
等
に

よ
る
車
輪
脱
落
事
故
防
止
呼

び
か
け

中
国
自
動
車
道
事
故
受
け

　

国
土
交
通
省
は
11
月
14

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑
通
達
﹁
ホ
イ
ー
ル

・
ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
大

型
自
動
車
等
の
車
輪
脱
落
事

故
の
防
止
等
に
つ
い
て
﹂
を

発
出
し
た
︒

　

自
動
車
の
ホ
イ
ー
ル
・
ボ

ル
ト
折
損
等
に
よ
る
車
輪
脱

落
事
故
は
︑
平
成
28
年
度
に

大
型
車
が
56
件
と
︑
前
年
度

と
比
較
し
て
15
件
増
加
（
36

・
６
％
増
加
）
し
て
お
り
︑

こ
の
事
故
原
因
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
不
適
切
な
締
め
付
け

や
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
お

よ
び
ナ
ッ
ト
の
経
年
劣
化
が

疑
わ
れ
る
も
の
が
多
く
を
占

め
て
い
た
︒

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
点
検
も

　

ま
た
同
通
達
で
は
︑
10
月

18
日
︑
岡
山
県
内
の
中
国
自

動
車
道
に
お
い
て
︑
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
脱

落
し
︑
こ
れ
に
乗
り
上
げ
た

大
型
ト
レ
ー
ラ
が
横
転
し
て

２
人
が
死
亡
す
る
事
故
が
発

生
し
た
こ
と
を
受
け
︑
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
を
車
両
へ
固
定
す

る
構
造
・
装
置
に
つ
い
て
︑

腐
食
等
に
よ
る
損
傷
や
緩
み

が
な
い
か
の
点
検
の
実
施
を

求
め
て
い
る
︒

　

主
な
点
検
ポ
イ
ン
ト
は
︑

①
規
定
ト
ル
ク
で
の
確
実
な

締
付
②
一
定
走
行
後
の
増
し

締
め
③
日
常
（
運
行
前
）
点

検
で
の
車
輪
の
取
付
状
態
の

確
認
④
ホ
イ
ー
ル
に
適
合
し

た
ボ
ル
ト
お
よ
び
ナ
ッ
ト
の

使
用
︱
︱
の
４
項
目
︒

　

同
通
達
を
受
け
︑
全
ト
協

は
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
対
し
て
文
書
を
発
出

し
︑周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
︒

況
③
運
転
者
に
過
労
運
転
を

行
わ
せ
な
い
た
め
の
安
全
対

策
の
実
施
状
況
④
運
転
者
に

飲
酒
運
転
や
薬
物
運
転
等
を

行
わ
せ
な
い
た
め
の
安
全
対

策
の
実
施
状
況
⑤
車
両
の
日

常
点
検
整
備
︑
定
期
点
検
整

備
等
の
実
施
状
況
︱
︱
の
５

点
と
な
っ
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑
総
点
検
の
実

施
に
よ
る
安
全
確
保
の
徹
底

お
よ
び
︑
総
点
検
実
施
後
の

自
主
点
検
表
の
提
出
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
実
施
要
綱
や
点
検

実
施
項
目
︑
自
主
点
検
表
に

つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.11.14—
12.1

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
12
月
１
日
㈮
か
ら
28
日

㈭
ま
で
︑
平
成
29
年
度
﹁
自

家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支

援
事
業
助
成
金
﹂
の
追
加
募

集
を
実
施
す
る
︒

　

主
な
助
成

要
件
は
︑
軽

油
専
用
タ
ン

ク
の
設
置
を

伴
う
自
家
用
燃
料
供
給
施
設

の
新
設
・
増
設
ま
た
は
増
設

を
伴
う
代
替
を
行
い
︑
29
年

４
月
１
日
～
30
年
２
月
28
日

ま
で
に
市
町
村
（
各
市
町
村

地
区
消
防
組
合
等
）
よ
り
危

険
物
取
扱
所
の
完
成
検
査
済

証
の
交
付
を
受
け
︑
当
該
設

備
の
支
払
い
を
完
了
す
る
も

の
︒
助
成
金
額
は
︑
軽
油
タ

ン
ク
の
新
設
（
設
置
１
か
所

分
の
み
）
が
１
０
０
万
円
︑

軽
油
タ
ン
ク
の
増
設
お
よ
び

増
設
を
伴
う
代
替
が
30
万

円
︒
助
成
金
予
算
は
２
０
０

０
万
円
で
︑
公
募
期
間
内
に

申
請
が
予
算
総
額
を
超
過
し

た
際
に
は
１
件
当
た
り
の
助

成
金
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
る
︒

　

助
成
対
象
者
は
会
員
事
業

者
︑
協
同
組
合
・
連
合
会
︒

20
～
26
年
度
お
よ
び
28
年
度

に
全
ト
協
か
ら
同
事
業
に
よ

る
助
成
金
の

交
付
を
受
け

た
会
員
事
業

者
︑
協
同
組

合
・
連
合
会
は
助
成
対
象
外

で
︑
交
付
申
請
は
年
度
内
１

施
設
限
り
︒

　

実
施
要
領
︑
申
請
方
法
な

ど
の
詳
細
は
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

「
自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援
事
業
助
成
金
」
追
加
募
集

公
募
期
間
12
月
１
日
～
28
日

12
月
14
日
に
Ｈ
Ｐ
で
公
表

平
成
29
年
度
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
11

月
20
日
︑
平
成
29
年
度
安
全

性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク

事
業
所
）
の
公
表
等
の
予
定

に
つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

認
定
事
業
所
の
公
表
に
つ

い
て
は
︑
12
月
14
日
㈭
に
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
事

業
所
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
公
表
︒
評
価
結
果
通
知
書

に
つ
い
て
は
︑
申
請
事
業
所

に
対
し
︑
同
日
か
ら
簡
易
書

留
に
て
発
送
を
開
始
し
︑
認

定
事
業
所
に
は
認
定
証
を
授

与
す
る
︒

（
12
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

▽
12
月
７
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
７
３
回
理
事
会

・
全
国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
会
議

▽
12
月
13
日

・
第
34
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

▽
12
月
14
日

・
女
性
部
会
設
立
に
係
る
会
議
・

設
立
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
12
月
22
日

・
第
42
回
物
流
政
策
委
員
会

第44回引越部会（11月21日、全ト協）

第４回物流ネットワーク委員会（11月14日、全ト協）

あいさつする宮地新部会長（11月27日、全ト協）

21
か
月
振
り
に
前
年
同
月
比
増

事
故
増
加「
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
」
1 面に関連
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.11.15—
12.1

　

中
国
自
動
車

道
で
起
き
た
ト

ラ
ッ
ク
の
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
落
下

事
故
を
受
け
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
を
扱
う

タ
イ
ヤ
店
で
も
︑
車
両
が
入
庫
し
た
際
は
︑
ス

ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
固
定
状
態
に
問
題
が
な
い
か
ど

う
か
の
念
入
り
な
再
点
検
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
用
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
格
納
方
法
は

﹁
立
て
置
き
型
﹂
と
﹁
側
面
固
定
型
﹂︑
そ
し

て
﹁
吊
り
上
げ
型
﹂
の
３
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か

れ
ま
す
︒﹁
立
て
置
き
型
﹂
は
タ
イ
ヤ
を
持
ち

上
げ
︑
運
転
席
の
﹃
キ
ャ
ビ
ン
﹄
と
﹃
荷
台
﹄

の
隙
間
に
タ
イ
ヤ
を
立
て
た
状
態
で
格
納
す
る

方
法
︒﹁
側
面
固
定
型
﹂
は
︑
車
両
の
左
右
側

面
の
ど
ち
ら
か
に
︑
タ
イ
ヤ
を
斜
め
に
し
て
固

と
が
あ
り
ま
す
︒
緩
む
と
い
っ
て
も
︑
見
た
目
は

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
下
に
固
定
さ
れ
た
格
好
の
ま
ま

で
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
接
地
面
を
両
手
で
押
し
た

（
も
し
く
は
足
で
蹴
っ
た
）
時
︑
わ
ず
か
に
動
く

程
度
で
す
︒
ま
た
︑
チ
ェ
ー
ン
が
緩
み
過
ぎ
て
︑

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
ぶ
ら
ぶ
ら
宙
で
動
く
ケ
ー
ス
も

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
チ
ェ
ー
ン
が
錆
び
て
︑

回
し
に
く
い
ケ
ー
ス
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
ス
プ
レ
ー
等
を
か

け
て
チ
ェ
ー
ン
の
滑
り
を
よ
く
す
る
）
も
よ
く
あ

り
ま
す
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
下
に
し
っ
か
り
と

固
定
さ
れ
れ
ば
︑
チ
ェ
ー
ン
が
切
れ
る
こ
と
は
な

く
︑
ま
し
て
や
そ
の
上
部
に
あ
る
﹁
ス
ペ
ア
タ
イ

ヤ
・
キ
ャ
リ
ア
﹂
が
壊
れ
て
落
ち
る
と
い
う
ケ
ー

ス
は
︑
想
定
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　
﹁
起
き
る
は
ず
の
な
い
事
故
が
起
き
た
﹂
と
い

う
感
想
を
抱
き
な
が
ら
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
再
点

定
す
る
方
法
で
︑３
つ
目
の
﹁
吊
り
上
げ
型
﹂
は
︑

地
面
に
寝
か
せ
た
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル
を
︑
棒
状

の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
回
し
を
使
用
し
︑
留
め
金
付
き

チ
ェ
ー
ン
で
真
上
に
巻
き
上
げ
て
固
定
す
る
方
法

で
す
︒

　

今
回
︑
事
故
が
発
生
し
た
の
は
こ
の
３
つ
目
の

﹁
吊
り
上
げ
型
﹂
で
す
が
︑自
身
も
20
年
以
上
︑

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
管
理
に
か
か
わ
る
中
で
︑
チ

ェ
ー
ン
の
わ
ず
か
な
巻
き
付
け
不
足
は
あ
っ
て
も
︑

そ
の
上
部
に
あ
る﹃
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
・
キ
ャ
リ
ア
﹄

と
呼
ば
れ
る
チ
ェ
ー
ン
格
納
部
が
壊
れ
て
路
面
に

落
下
す
る
と
い
う
事
例
は
︑
見
た
こ
と
も
聞
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

新
車
時
か
ら
付
い
て
い
る
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
何

年
も
使
用
せ
ず
︑
ず
っ
と
チ
ェ
ー
ン
で
吊
る
さ
れ

て
い
れ
ば
︑
走
行
中
の
振
動
な
ど
で
若
干
緩
む
こ

検
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
︑
ひ
と
つ
の
不
具
合
事

例
が
出
て
き
た
の
で
す
︒

　

そ
れ
は
︑
前
後
輪
の
タ
イ
ヤ
サ
イ
ズ
が
異
な
る

小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
し
た
︒
荷
台
後
部
の
床
下
に
︑

前
後
輪
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
２
本
吊
る
す
タ
イ
プ

で
す
が
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
回
し
の
先
端
を
差
し
込

み
口
に
入
れ
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
︑
な
ん
と

﹁
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
・
キ

ャ
リ
ア
﹂
の
位
置
が

数
㌢
㍍
ほ
ど
下
に
ず

れ
て
い
た
の
で
す
︒
こ

の
状
態
で
は
当
然
な

が
ら
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

を
取
り
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
︒
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
︑﹁
ス

ペ
ア
タ
イ
ヤ
・
キ
ャ
リ

ア
﹂
の
位
置
が
さ
ら

に
沈
み
︑
落
下
し
た
ら
︑
ま
さ
に
中
国
自
動
車

道
の
ト
ラ
ッ
ク
と
同
じ
事
故
が
起
き
か
ね
ま
せ

ん
︒
危
機
一
髪
の
状
態
︒
こ
う
い
う
事
例
が
あ
る

こ
と
を
︑今
さ
ら
な
が
ら
で
す
が
認
識
し
ま
し
た
︒

　

今
は
ち
ょ
う
ど
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
交
換

時
期
で
す
の
で
︑
タ
イ
ヤ
店
に
入
庫
し
た
時
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
で

も
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
状

態
を
確
認
し
︑
で
き

れ
ば
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
回

し
を
実
際
に
使
っ
て
︑

﹁
正
常
﹂
な
レ
ベ
ル

を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
︒
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の

落
下
事
故
を
防
ぐ
手

立
て
は
︑
点
検
し
か

あ
り
ま
せ
ん
︒
日
々

の
車
両
点
検
で
ぜ
ひ

防
い
で
く
だ
さ
い
︒

第
79
回 

「
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
落
下
事
故
を
防
ぐ
手
立
て
は
あ
る
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①トンネルに接近すると減速する車が少なくありません。交
通の教則でも第７章「高速道路での走行」の項において、
「高速でトンネルに入ると、視力が急激に低下するので、
あらかじめ手前で速度を落としましょう」と記されていま
すから、「トンネルの手前で前車が減速することはないだ
ろう」と考えるのではなく、「減速するかもしれない」と考え
るとともに、自車も減速して前車との車間距離を確保しま
しょう。
②積雪していない場合でも、解けた雪が凍って路面が凍結
していることがあります。特にトンネルの入口や出口は凍
結しやすい場所です。それ以外にも、橋の上や切り通し、
日陰の部分や交差点とその付近は凍結しやすいといわれ
ています（図3）。そのような場所を走行する時は特段の
注意が必要です。しかも、路面凍結は積雪路面と違って、
気付かなかったり、気付くのが遅れるという特徴がありま
す。そのため、自車がスリップする危険があるだけでなく、
前車がスリップし、それに自車が追突してしまうという危
険もあります。積雪路面であれば前車の動きによく注意し、
車間距離を十分にとるなどの慎重な運転をしても、凍結
路面に気付きにくいため通常の路面と同じ感覚で走行し
がちです。それが思わぬ事故に繋がりますから、凍結しや
すい場所を走行する時は、スピードを落とし、万一前車が
スリップした場合でも適切に対応できるように十分な車
間距離をとって走行しましょう。

③トンネルの中は雪も雨の影響を受けないため凍結しない
と思われがちですが、降雪地帯のトンネルの場合は、走
行車両の落とした雪によって、部分的に路面が凍結して

①トンネルの手前で前車が減速すると、追突する危険
がある（図１）。

②トンネルの入口付近の路面が凍結していると、スリッ
プする危険がある（図２）。

　あなたは高速道路のトンネル入口に接近し
ています。小雪が舞っていますが、路面は積雪
していません。この場面にはどのような危険が
ありますか。また、危険を避けるためにはどの
ような運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

いることがありますから、トンネル内だから大丈夫
と油断するのは禁物です。路面の状態に目を配り
慎重な運転を心がけましょう。

図１

図２

図３

中央分離帯

凍結しやすい場所を
覚えておこう

トンネルの
出入口

橋の上

切り通し 日陰の部分

交差点と
その付近

中央分離帯

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～徐行・一時停止編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  許可を受けて歩行者用道路を通行するときは、歩行者がいなくて
も徐行する。（ ○・× ）

❷  交差する道路が優先道路であるときは一時停止する。（ ○・× ）
❸  道路の左側に設けられた安全地帯の側方を通過するときは、歩行

者がいない場合でも徐行する。（ ○・× ）
❹  道路外施設に入るために歩道を横切るときは、歩行者がいなくて

も一時停止する。（ ○・× ）
❺  安全地帯のない停留所に停車中の路面電車の左側を通過すると

き、停留所に乗降客がなく、1.5メートル以上の間隔があるときは
徐行しなくてもよい。（ ○・× ）

（解答は９面）

を
導
入
し
た
平
成
28
年
４
月

の
前
後
１
年
を
比
較
し
た
結

果
︑
首
都
高
速
全
体
の
通
過

交
通
が
約
１
割
減
少
し
た
ほ

か
︑
特
に
東
名

⇔

東
北
道
間

の
通
過
交
通
は
約
４
割
減
少

し
︑
な
か
で
も
大
型
車
は
約

６
割
減
少
す
る
な
ど
︑
都
心

の
交
通
環
境
改
善
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

　

東
名

⇔

東
北
道
間
で
は
︑

圏
央
道
の
外
側
か
ら
は
︑
８

割
以
上
が
圏
央
道
の
利
用
を

選
択
し
て
お
り
︑
圏
央
道
経

由
の
場
合
︑
ピ
ー
ク
時
間
帯

で
は
首
都
高
速
経
由
よ
り
所

要
時
間
が
短
く
︑
約
９
割
の

交
通
が
定
時
に
到
達
し
て
い

る
︒

　

首
都
高
速
全
体
の
短
距
離

利
用
は
２
～
11
％
増
加
し
︑

長
距
離
利
用
は
１
～
６
％
減

少
し
た
︒

　

一
方
︑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
効
果
と
相
ま
っ
て
︑
圏
央

道
の
交
通
量
は
大
き
く
増

加
︒新
た
な
料
金
導
入
以
降
︑

圏
央
道
へ
の
転
換
も
徐
々
に

拡
大
し
て
い
る
︒

　

中
央
道

⇔

常
磐
道
間
は
︑

約
７
割
が
圏
央
道
経
由
と
な

っ
て
い
る
が
︑
東
名

⇔

常
磐

道
間
は
約
２
割
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
︒

 

阪
神
高
速
の
短
距
離
利
用
増

近
畿
圏
の
新
料
金
導
入
後

　

国
土
交
通
省
が
11
月
21
日

に
発
表
し
た
︑
近
畿
圏
の
新

た
な
高
速
道
路
料
金
導
入
後

の
交
通
状
況
に
よ
る
と
︑
阪

神
高
速
の
短
距
離
利
用
が
約

４
～
６
％
増
加
す
る
一
方
︑

長
距
離
利
用
は
約
０
～
４
％

減
少
し
た
︒

　

過
度
な
交
通
集
中
が
生
じ

て
い
た
東
大
阪
線
は
︑
交
通

量
が
約
１
％
減
少
し
︑
渋
滞

損
失
時
間
は
約
２
割
減
少
し

た
︒
ま
た
︑
東
大
阪
線
の
短

距
離
利
用
は
約
２
％
増
加
し

て
お
り
︑
一
般
道
の
渋
滞
緩

和
に
寄
与
し
て
い
る
︒

　
﹁
経
路
に
よ
ら
な
い
同
一
料

金
﹂
の
導
入
は
一
定
の
効
果

を
上
げ
て
お
り
︑
第
二
京
阪

と
大
阪
都
心
間
で
の
利
用
は

約
５
％
増
加
︒
守
口
線
の
分

担
率
も
約
２
％
増
加
し
た
︒

 

速
度
低
下
区
間
は
４
車
線
化

国
幹
部
会
が
基
本
方
針
案

　

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道

路
分
科
会
に
設
置
さ
れ
た
国

土
幹
線
道
路
部
会
は
11
月
21

日
︑
高
速
道
路
の
安
全
性
︑

信
頼
性
や
使
い
や
す
さ
を
向

上
さ
せ
る
取
組
基
本
方
針
案

を
ま
と
め
た
︒

　

暫
定
２
車
線
区
間
に
つ
い

て
︑
速
度
低
下
等
の
区
間
で

４
車
線
化
や
付
加
車
線
の
設

置
を
求
め
︑
特
に
圏
央
道
な

ど
に
つ
い
て
は
︑
早
急
な
４

車
線
化
を
促
し
た
︒

　

自
動
運
転
に
つ
い
て
は
︑

新
東
名
で
の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列

走
行
を
可
能
と
す
る
６
車
線

運
用
を
求
め
︑
休
憩
施
設
の

改
善
で
は
︑
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
Ｓ

Ａ
・
Ｐ
Ａ
）
の
施
設
充
実
の

ほ
か
︑
道
の
駅
や
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
等
へ
の
一
時
退
出

を
全
国
展
開
す
べ
き
と
し
た
︒

　

高
速
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
効

率
化
支
援
で
は
︑
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
促
進
を

図
る
べ
き
と
し
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
へ
の
ト
レ
ー
ラ
分
離
・
連

結
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
路
外

施
設
の
活
用
を
求
め
た
︒

　

さ
ら
に
中
継
輸
送
に
つ
い

て
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活

用
し
た
一
時
退
出
を
通
じ
て

支
援
し
て
い
く
べ
き
と
し
た
︒

　

施
策
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
︑﹁
安
全
・
安
心
計
画
（
仮

称
）﹂
を
定
め
て
中
期
的
な

整
備
方
針
を
ま
と
め
︑
４
車

線
化
等
に
つ
い
て
は
利
用
者

負
担
を
求
め
た
︒

　

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

は
︑
維
持
管
理
・
更
新
に
係

る
負
担
の
あ
り
方
な
ど
を
挙

げ
た
︒

 

ス
タ
ン
プ
を
貯
め
る
と

１
食
無
料
に

「
中
央
道
６
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

応
援
メ
シ
！
」

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
や

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
）

を
運
営
す
る
中
日
本
エ
ク
シ

ス
㈱
で
は
︑
11
月
10
日
㈮
～

平
成
30
年
３
月
30
日
㈮
の
間

の
平
日
に
︑﹁
中
央
道
６
（
Ｓ

Ｉ
Ｘ
）
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
応

援
メ
シ
！
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

中
央
道
の
小
黒
川
Ｐ
Ａ
～

内
津
峠
Ｐ
Ａ
の
区
間
の
Ｓ
Ａ

・
Ｐ
Ａ
レ
ス
ト
ラ
ン
︑
フ
ー

ド
コ
ー
ト
で
配
布
さ
れ
る
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
︑
平
日
に

５
０
０
円
（
税
込
）
以
上
の

食
事
を
し
た
人
に
対
し
て
ス

タ
ン
プ
を
１
個
押
印
︒
ス
タ

ン
プ
を
６
個
集
め
る
と
︑
対

象
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
１
食

分
が
無
料
と
な
る
︒

　

詳
細
は
︑
中
日
本
高
速
道

路
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://sapa.c-nexco.
co.jp/special?id= 1040

）

を
参
照
の
こ
と
︒

交
大
臣
認
定
機
器
の
取
得
に

係
る
経
費
に
対
し
て
補
助
を

行
う
﹁
運
行
管
理
の
高
度
化

に
対
す
る
支
援
﹂
を
実
施
し

て
お
り
︑
12
月
15
日
か
ら
３

次
募
集
の
申
請
受
付
を
開
始

す
る
︒

　

申
請
期
限
は
平
成
30
年
１

月
31
日
で
︑
補
助
率
は
取
得

に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
１
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

 

首
都
高
通
過
交
通
１
割
減

新
料
金
で
圏
央
道
経
由
増
え
る

　

国
土
交
通
省
は
11
月
21

日
︑
首
都
圏
の
新
た
な
高
速

道
路
料
金
導
入
後
の
交
通
状

況
等
を
ま
と
め
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
新
料
金

　

国
土
交
通
省
は
11
月
15

日
︑
第
２
回
﹁
標
準
引
越
運

送
約
款
改
正
検
討
会
﹂
を
開

き
︑
適
用
範
囲
の
拡
大
や
解

約
・
延
期
手
数
料
等
の
改
正

の
方
向
性
に
つ
い
て
︑
大
筋

合
意
し
た
︒
遅
く
と
も
来
年

２
月
に
告
示
し
︑
来
春
の
引

越
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
６
月

を
め
ど
に
施
行
す
る
予
定
︒

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

一
括
見
積
も
り
︑
単
身
引
越

へ
の
対
応
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
な
ど
に
対
応
す
る
︒

だ
し
︑
３
日
前
以
前
は
発
生

し
な
い
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
荷
物
の
滅
失

ま
た
は
き
損
の
通
知
期
間
と

時
効
の
条
項
に
つ
い
て
﹁
消

費
者
に
分
か
り
づ
ら
い
﹂
と

の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
︑
国

交
省
で
解
釈
通
達
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
た
︒

 

﹁
運
行
管
理
の
高
度
化
に
対
す

る
支
援
﹂
３
次
募
集
実
施

12
月
15
日
〜
30
年
１
月
31
日

　

国
土
交
通
省
は
︑
自
動
車

運
送
事
業
者
に
お
け
る
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
︑

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
お

よ
び
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
︑
国

　

適
用
範
囲
の
拡
大
で
は
︑

車
両
１
台
で
複
数
の
利
用
者

の
引
越
を
行
う
積
合
せ
運
送

に
も
約
款
の
適
用
を
拡
大
す

る
が
︑
ロ
ー
ル
パ
レ
ッ
ト
等
の

容
器
単
位
で
の
価
格
と
な
っ

て
い
る
単
身
者
向
け
の
特
別

積
合
せ
運
送
に
よ
る
引
越

は
︑
あ
ら
か
じ
め
告
知
し
た

場
合
に
は
適
用
除
外
と
す

る
︒
原
則
と
し
て
下
見
を
せ

ず
︑
見
積
書
も
発
行
し
て
い

な
い
た
め
だ
が
︑
下
見
︑
見

積
も
り
を
行
う
積
合
せ
運
送

に
は
適
用
す
る
︒

　

ま
た
︑
低
い
率
に
設
定
さ

れ
て
い
た
解
約
・
延
期
手
数

料
に
つ
い
て
は
︑貸
切
バ
ス
︑

旅
行
な
ど
他
サ
ー
ビ
ス
並
み

と
し
︑
こ
れ
ま
で
﹁
運
賃
の

20
％
以
内
﹂
と
さ
れ
て
い
た

当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を﹁
運

賃
及
び
料
金
の
50
％
以
内
﹂

と
す
る
ほ
か
︑
前
日
の
キ
ャ

ン
セ
ル
料
は
10
％
か
ら
30
％

に
引
き
上
げ
る
︒
ま
た
︑
従

来
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

﹁
２
日
前
﹂
を
新
設
し
︑
料

率
を
20
％
以
内
と
す
る
︒
た

引
越
約
款
改
正
で
大
筋
合
意

第
２
回
改
正
検
討
会
開
く

 

大
卒
の
内
定
率
過
去
最
高

10
月
現
在
、
75
・
２
％

　

厚
生
労
働
省
が
11
月
17
日

発
表
し
た
︑
平
成
30
年
３
月

の
大
学
卒
業
予
定
者
就
職
内

定
率（
10
月
１
日
現
在
）は
︑

前
年
同
期
比
４
・
０
ポ
イ
ン

ト
増
の
75
・
２
％
と
な
り
︑

９
年
の
調
査
開
始
以
来
︑
同

時
期
で
の
過
去
最
高
と
な
っ

た
︒

　

同
調
査
は
︑
大
学
等
１
１

２
校
の
卒
業
予
定
者
計
６
２

５
０
人
を
対
象
に
実
施
し
た
︒

そ
の
結
果
︑大
学
生
の
う
ち
︑

国
公
立
大
学
の
就
職
内
定
率

は
同
５
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
の

73
・
３
％
で
︑
私
立
大
学
は

同
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
の
75

・
７
％
だ
っ
た
︒

　

短
期
大
学
の
就
職
内
定
率

は
同
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
の

39
・
４
％
︒
高
等
専
門
学
校

の
内
定
率
は
同
１
・
３
ポ
イ

ン
ト
減
の
94
・
４
％
︑
専
修

学
校
（
専
門
課
程
）
の
内
定

率
は
同
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
増

の
55
・
０
％
だ
っ
た
︒

に
か
つ
可
能
な
限
り
現
金
で

支
払
い
︑
下
請
事
業
者
の
資

金
繰
り
に
支
障
を
来
さ
な
い

よ
う
に
す
る
﹂︑﹁
政
府
が
進

め
る
﹃
働
き
方
改
革
﹄
に
お

い
て
も
事
業
者
間
で
の
取
引

条
件
の
改
善
が
課
題
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
︑
例

え
ば
︑
極
端
な
短
納
期
発
注

等
は
︑
取
引
先
に
お
け
る
長

時
間
労
働
等
に
繋
が
る
場
合

が
あ
り
︑
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
等
の
違
反
の
背

景
に
も
な
り
得
る
た
め
︑
特

に
注
意
す
る
﹂
よ
う
要
請
し

た
︒

下
請
取
引
適
正
化を

要
請

親
事
業
者
21
万
社

な
ど
に

　

公
正
取
引
委
員
会
と
経
済

産
業
省
は
公
取
委
員
長
と
経

産
大
臣
の
連
名
で
11
月
15

日
︑
親
事
業
者
約
21
万
社
と

６
５
０
の
業
界
団
体
代
表
者

に
対
し
︑
下
請
取
引
の
適
正

化
等
に
つ
い
て
文
書
で
要
請

し
た
︒

　

中
小
企
業
の
業
況
は
緩
や

か
に
改
善
し
て
い
る
も
の
の
︑

原
材
料
価
格
の
上
昇
や
人
手

不
足
へ
の
懸
念
な
ど
︑
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
︑
年
末
に

か
け
て
の
金
融
繁
忙
期
に

は
︑
下
請
事
業
者
の
資
金
繰

り
等
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
︒

　

こ
の
た
め
両
省
で
は
︑﹁
親

事
業
者
が
下
請
代
金
を
早
期

表 標準引越運送約款における解約・延期手数料率の改正イメージ
サービス名 解約日・解約料 備考

【引越運送】
（標準引越運送約款）

〜２日前 前日 当日

なし 運賃の１０％以内 運賃の２０％以内

【引越運送】
（標準引越運送約款改正案）

〜３日前 ２日前 前日 当日

なし 運賃および料金の
20％以内

運賃および料金の
30％以内

運賃および料金の
50％以内

【貸切バス】
（一般貸切旅客自動車運送事業
　標準運送約款による）

１４日前〜８日前 ７日前〜前日（配車日時の２４時間前） 当日（配車日時の
２４時間前以降）

運賃および料金の
20％

運賃および料金の
30％

運賃および料金の
50％

【旅行】
（標準旅行業約款による募集型
　企画旅行の国内旅行の場合）

旅行の前日から起算して
２０日前〜８日前

※日帰り旅行は
１０日前〜 8 日前

旅行の前日から起算して
７日前〜２日前 前日 当日 旅行開始後およ

び無連絡不参加
の場合、旅行代

金の 100％旅行代金の
２０％以内 旅行代金の３０％以内 旅行代金の４０％以内 旅行代金の５０％以内

経 産 省
公 取 委

引越約款検討会（11月15日、国土交通省）

読者アンケートに
ご協力ください。

　広報室では、今後の広報活動をより良い
ものにするため、今号の『広報とらっく』
に読者アンケートを折り込みました。12月
15 日を締め切りとして、皆様からのご意
見・ご感想等をお待ちしています。

広
報
室
か
ら
の
お
ね
が
い
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未払い残業代請求事件
の裁判で出てくる「付
加金」とは

︻
解
説
︼
そ
も
そ
も
︑
労
働
基
準
法

で
は
︑
使
用
者
に
対
し
︑
賃
金
そ
の

他
同
法
に
よ
り
課
し
て
い
る
金
銭
給

付
の
義
務
に
つ
い
て
︑
刑
罰
を
科
す
こ

と
で
そ
の
履
行
確
保
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
︒
さ
ら
に
︑
そ
の
な
か
で
も

Ａ�

裁
判
所
が
制
裁
と
し
て
、
未

払
い
金
の
支
払
い
と
合
わ
せ

同
一
額
を
加
算

　

未
払
い
残
業
代
請
求
事
件
の

裁
判
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
時
々
「
付

加
金
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き

ま
す
。
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
の

で
す
が
、
支
払
い
金
額
が
い
き
な

り
倍
に
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

労
働
者
に
と
っ
て
重
要
︑
か
つ
︑
保

護
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
︑
特

別
に
制
裁
を
加
え
る
と
と
も
に
︑そ
の

﹁
制
裁
を
労
働
者
の
利
益
に
帰
せ
し

め
る
﹂
こ
と
と
し
て
い
ま
す
︒
そ
れ

が
ご
質
問
の
﹁
付
加
金
﹂
で
あ
り
︑

同
法
第
１
１
４
条
で
は
﹁
裁
判
所
は
︑

第
20
条
︑
第
26
条
若
し
く
は
第
37
条

の
規
定
に
違
反
し
た
使
用
者
又
は
第

39
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る
賃
金
を

支
払
わ
な
か
っ
た
使
用
者
に
対
し
て
︑

労
働
者
の
請
求
に
よ
り
︑
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
り
使
用
者
が
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
金
額
に
つ
い
て
の
未

払
金
の
ほ
か
︑
こ
れ
と
同
一
額
の
付

加
金
の
支
払
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
﹂
と
し
て
い
ま
す
︒

　

つ
ま
り
︑
ご
質
問
に
あ
る
使
用
者

が
残
業
代
を
支
払
わ
な
い
と
き
（
第

37
条
）
を
含
め
︑
①
解
雇
予
告
手
当

を
支
払
わ
な
い
と
き
（
第
20
条
）︑

②
休
業
手
当
を
支
払
わ
な
い
と
き

（
第
26
条
）︑
③
年
次
有
給
休
暇
の

賃
金
を
支
払
わ
な
い
と
き
（
第
39
条

第
７
項
）
︱
︱
に
労
働
者
が
訴
訟
を

起
こ
し
た
場
合
︑
裁
判
所
が
こ
れ
ら

の
未
払
い
金
と
合
わ
せ
︑
そ
れ
と
同

一
額
の
付
加
金
の
支
払
い
を
命
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

そ
の
結
果
︑
残
業
代
の
未
払
い
の

場
合
に
は
︑
裁
判
に
負
け
る
と
︑
未

払
い
金
に
そ
の
同
一
額
の
制
裁
措
置

で
あ
る
付
加
金
が
加
わ
り
︑
ご
質
問

の
よ
う
に
一
気
に
２
倍
に
跳
ね
上
が
っ

て
し
ま
う
わ
け
で
す
︒
し
か
も
︑
実

際
問
題
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
で
は
済

み
ま
せ
ん
か
ら
要
注
意
で
す
︒
賃
金

関
係
の
時
効
は
２
年
（
労
基
法
第
１

１
５
条
）
で
す
か
ら
︑
２
年
さ
か
の

ぼ
っ
て
の
未
払
い
金
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒
ま
た
︑
遅
延
損
害
金
の
存

在
も
ば
か
に
な
り
ま
せ
ん
︒
さ
ら
に
︑

残
業
代
未
払
い
の
場
合
に
は
複
数
人

に
よ
る
訴
訟
の
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
︑

な
お
一
層
の
負
担
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

と
は
い
っ
て
も
︑
条
文
に
は
付
加

金
の
支
払
い
を
﹁
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
必
ず
し
も

﹁
命
じ
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
︑
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
で

付
加
金
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
悪
質
な
場
合
に
限
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
︒
し
た
が
っ
て
︑

支
払
い
請
求
に
対
し
︑
一
切
耳
を
貸

さ
ず
に
強
圧
的
に
出
る
な
ど
︑
き
わ

め
て
悪
質
だ
と
受
け
取
ら
れ
る
よ
う

な
態
度
は
慎
む
べ
き
で
し
ょ
う
︒当
然
︑

裁
判
に
な
ら
な
い
よ
う
︑
事
前
に
誠

意
を
も
っ
て
臨
む
の
が
何
よ
り
な
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

実
際
の
例
と
し
て
︑
月
々
わ
ず
か

な
残
業
代
で
も
︑
裁
判
の
判
決
に
よ

り
さ
か
の
ぼ
っ
て
２
年
分
︑
そ
れ
に

付
加
金
︑
遅
延
損
害
金
と
膨
れ
上
が

っ
て
い
き
︑
最
終
的
に
は
３
倍
以
上
︑

数
千
万
円
に
も
な
っ
た
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
︑
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
︒

　

11
月
20
日
、
第

49
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
の
表
彰

状
授
与
式
が
開
催

さ
れ
、
４
㌧
部
門
・

北
海
道
代
表
の
佐

藤
亮
介
さ
ん
が
内

閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
（
１
面
に

関
連
記
事
）。

　

こ
こ
で
は
、
表
彰

状
授
与
式
直
後
の

佐
藤
さ
ん
の
喜
び
の

声
を
お
届
け
す
る

と
と
も
に
、
各
部

門
優
勝
者
の
コ
メ
ン

ト
も
紹
介
す
る
。

佐
さ と う

藤 亮
りょうすけ

介 さん
日本通運㈱北海道警送支店

（北海道代表）

「
日
本
一
の
名
に
恥
じ
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
」

内閣総理大臣賞
受賞記念インタビュー

　

現
在
︑
国
際
コ
ン
テ
ナ
輸

送
を
中
心
に
︑
国
内
の
Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ
船
荷
役
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
︒
日
々
の
体

調
管
理
と
︑
心
に
し
っ
か
り

余
裕
を
も
っ
て
安
全
運
転
す

る
こ
と
が
信
条
で
す
︒
信
号

の
な
い
横
断
歩
道
で
小
学
生

や
お
年
寄
り
に
道
を
譲
っ
た

時
︑
笑
顔
で
感
謝
の
声
や
お

礼
を
い
た
だ
い
た
時
に
誇
り

と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
︒

　

大
会
が
終
わ
っ
て
１
か
月

が
過
ぎ
︑
今
日
の
表
彰
状
授

与
式
を
迎
え
ま
し
た
が
︑
ま

だ
そ
こ
ま
で
実
感
が
あ
り
ま

　

ド
ラ
コ
ン
を
通
じ
て
︑
41

歳
と
い
う
年
齢
か
ら
取
り
組

み
始
め
て
も
︑﹁
目
標
を
も
っ

て
努
力
す
れ
ば
︑
優
勝
ま
で

辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒
今
日
こ
う
し

て
こ
の
表
彰
式
の
場
に
い
ら

れ
る
こ
と
は
︑
本
当
に
夢
の

よ
う
で
す
︒

　

人
生
の
中
で
︑
日
本
一
を

目
指
す
こ
と
の
で
き
る
機
会

は
数
少
な
い
と
思
い
ま
す
︒

目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
努

力
す
る
こ
と
は
︑
自
分
に
と

っ
て
と
て
も
大
き
な
財
産
に

せ
ん
︒

　

大
会
を
振
り
返
る
と
︑
自

分
の
課
題
は
学
科
競
技
で
し

た
が
︑
試
験
が
終
わ
っ
た
瞬

間
︑
手
応
え
が
あ
り
ま
し
た

し
︑実
科
競
技
に
関
し
て
も
︑

自
分
の
中
で
は
練
習
し
た
通

り
の
停
車
を
す
る
こ
と
が
で

き
︑
優
勝
し
た
と
い
う
﹁
確

信
﹂
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
︑

自
分
の
納
得
が
い
く
競
技
が

で
き
た
の
で
﹁
自
信
﹂
は
あ

り
ま
し
た
︒

　

ド
ラ
コ
ン
へ
の
挑
戦
は
︑

得
ら
れ
る
も
の
が
と
て
も
大

き
く
︑
か
つ
楽
し
か
っ
た
で

す
︒﹁
本
当
の
安
全
運

転
と
は
一
体
ど
う
い
う

も
の
か
﹂
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
機
会
が
得
ら

れ
た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
で
し
た
︒
ま
た
︑
優

勝
と
い
う
結
果
は
大
き

な
自
信
に
な
り
ま
し
た
︒

　

今
後
は
︑
交
通
事

故
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う

に
︑
安
全
運
転
の
技
術

を
職
場
の
仲
間
に
し
っ

か
り
伝
え
広
め
て
い
き

た
い
で
す
︒

な
る
と
い
う
こ
と
を
︑
こ
れ

か
ら
ド
ラ
コ
ン
に
挑
戦
す
る

方
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
︒

　

優
勝
後
は
︑﹁
周
り
の
見

本
に
な
ろ
う
﹂
と
い
う
意
識

が
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
︒
優
勝
の
報
告
を
受
け
︑

家
族
も
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
︒
４
歳
に
な
る
娘
が
︑

私
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
っ
て
い

る
絵
を
た
く
さ
ん
描
い
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
こ
と

が
︑
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
︒

　

普
段
は
11
㌧
車
に
乗
務

し
︑
大
阪
の
物
流
セ
ン
タ
ー

へ
照
明
器
具
を
運
ん
で

い
ま
す
︒
運
転
の
際
に

は
︑
車
間
距
離
を
広

く
と
り
︑
速
度
を
抑
え

て
自
分
の
運
転
に
余
裕

を
も
た
せ
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
︒
運
転

中
に
︑
子
ど
も
た
ち
が

笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒そ
う
し
た
瞬
間
に
︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て

い
て
よ
か
っ
た
な
﹂
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
︒

　

普
段
は
１
㌧
車
～
２
㌧
車

に
乗
務
し
︑
金
融
機
関
へ
現

金
な
ど
を
警
備
輸
送
す
る
貴

重
品
運
搬
警
備
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
歴

は
８
年
︑警
送
ひ
と
す
じ
で
す
︒

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
﹂

　

普
段
は
︑
２
㌧
車
に
乗
っ

て
小
学
校
・
中
学
校
へ
学
校

給
食
を
配
送
し
て
い
ま
す
︒

道
路
状
況
が
悪
い
と
︑
汁
物

が
こ
ぼ
れ
た
り
︑
食
器
が
割

れ
た
り
す
る
危
険
性
が
高
ま

る
の
で
︑
運
転
に
集
中
し
︑

常
に
周
り
の
状
況
を
よ
く
見

て
︑
危
険
予
測
を
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
︒
子
ど

も
た
ち
が
﹁
い
つ
も
あ
り
が

と
う
﹂
と
笑
顔
で
声
を
か
け

て
く
れ
る
こ
と
が
︑
仕
事
を

す
る
上
で
の
大
き
な
喜
び
で

す
︒

　

昨
年
は
県
大
会
で
敗
退

し
︑
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

一
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
︒

学
科
競
技
で
は
︑
昨
年
１
問

の
点
数
の
大
き
さ
を
痛
感
し

た
の
で
︑
今
年
は
特
に
念
を

入
れ
て
学
習
し
︑
実
科
競
技

で
は
︑
昨
年
の
反
省
を
活
か

し
て
点
検
時
の
タ
イ
ヤ
空
気

圧
チ
ェ
ッ
ク
を
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

ま
で
完
璧
に
す
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
た
︒

　

大
会
終
了
後
︑
結
果
に
自

信
が
な
く
︑
職
場
の
仲
間
に

も
﹁
入
賞
は
な
い
と
思
う
﹂

と
伝
え
て
い
ま
し
た
︒
そ
う

し
た
経
緯
も
あ
り
︑
成
績
が

発
表
さ
れ
︑
私
が
優

勝
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
瞬
間
︑
職
場
で
は

﹁
う
ぉ
ー
っ
！
﹂
と
い

う
怒
号
の
よ
う
な
歓
声

が
上
が
り
︑
大
喜
び
し

て
く
れ
た
そ
う
で
︑
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
︒
ド
ラ
コ
ン
で
学
ん

だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
︑

事
故
を
な
く
す
た
め
に

も
︑
今
後
さ
ら
に
安
全

運
転
に
努
め
て
い
き
ま

す
︒

と
思
っ
た
時
の

初
心
を
貫
き
︑

自
分
が
お
客
様

に
笑
顔
で
モ
ノ

を
届
け
る
こ
と

で
︑
お
客
様
を

笑
顔
に
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
で
あ

り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
︒

　

全
国
大
会
に

は
２
年
連
続
で

の
出
場
で
し

た
︒
昨
年
は
７

位
と
い
う
結
果

だ
っ
た
の
で
︑

﹁
絶
対
に
勝
ち

た
い
﹂
と
い
う
非
常
に
強
い

思
い
が
あ
り
︑
そ
れ
が
今
回

の
結
果
に
結
び
付
い
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
︒
緊
張
の
度

合
い
は
昨
年
の
ほ
う
が
大
き

く
︑
今
年
は
２
度
目
の
挑
戦

と
い
う
こ
と
で
︑
心
に
余
裕

を
も
っ
て
競
技
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒

　

今
年
は
特
に
︑
学
科
試
験

へ
の
取
り
組
み
に
時
間
を
か

け
て
臨
ん
だ
の
で
す
が
︑
学

科
試
験
対
策
に
は
家
族
だ
ん

ら
ん
の
時
間
を
削
っ
た
り
も

し
て
い
た
の
で
︑
大
会
へ
向

け
て
の
私
の
強
い
気
持
ち
を

理
解
し
︑
協
力
し
て
く
れ
た

妻
と
１
歳
の
息
子
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
︒

　

大
会
に
臨
む
に
あ
た
っ
て

は
︑
ド
ラ
コ
ン
経
験
者
の
先

輩
か
ら
熱
心
に
指
導
を
し
て

も
ら
っ
た
り
︑
大
会
に
出
て

い
る
間
は
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
︑
同
僚
に

代
わ
り
に
仕
事
に
出
て
も
ら

っ
た
り
と
︑
職
場
の
仲
間
に

ド
ラ
コ
ン
挑
戦
の
た
め
の
環

境
を
整
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
と
て
も
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
︒

　

念
願
か
な
っ
て
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
︑
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
に
恩
返
し
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
︒
ま
た﹁
自

分
の
運
転
は
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
﹂
と
い
う
確
認
も
す

る
こ
と
が
で
き
︑
大
き
な
自

信
に
な
り
ま
し
た
︒

　

今
日
の
表
彰
状
授
与
式
を

経
て
︑
壇
上
に
上
が
る
た
び

に
日
本
一
・
内
閣
総
理
大
臣

賞
受
賞
の
実
感
が
増
し
た
と

と
も
に
︑﹁
そ
の
名
に
恥
じ
な

い
運
転
を
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
︑﹁
い

い
意
味
で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
﹂

を
感
じ
︑
安
全
運
転
へ
の
強

い
思
い
を
ま
た
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
し

て
も
︑
そ
の
結
果
に
決
し
て

自
惚
れ
る
こ
と
な
く
︑
運
転

へ
の
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
︑

仲
間
た
ち
に
安
全
に
関
す
る

技
術
や
意
識
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
︒

　

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
よ
う
と

す
る
皆
さ
ん
に
は
︑﹁
特
別

に
優
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
﹂
で

は
な
く
︑﹁
安
全
運
転
こ
そ

勝
利
に
繋
が
る
﹂
と
い
う
こ

と
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
︑

日
々
の
業
務
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
と
伝
え
た
い
で
す
︒

西
にしかわ

川　幸
さ ち お

男さん
日通氷上運輸㈱
（兵庫県代表）

下
しもはら

原　輝
て る お

男さん
日本通運㈱鹿児島支店

（鹿児島県代表）

一
いちやなぎ

柳　陽
よ う こ

子さん
日本通運㈱豊田支店

（愛知県代表）

加か
と
う藤　

龍り
ゅ
う
じ二

さ
ん

三
重
西
濃
運
輸
㈱
四
日
市
支
店

（
11
㌧
部
門
・
三
重
県
代
表
）

水み
ず
か
わ川　

厚あ
つ
し

さ
ん

岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ
㈱
泉
田
営
業
所

（
11
㌧
部
門
・
岡
山
県
代
表
）

11トン部門
優勝

４トン部門
優勝

トレーラ部門
優勝

女性部門
優勝

「
全
力
の
努
力
」が大

き
な
財
産
に
な
る

昨
年
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
糧
に

ド
ラ
コ
ン
は
大
き
な
収
穫
と

自
信
が
得
ら
れ
る
場

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
特
別
賞

国
土
交
通
大
臣
賞

　

シ
ニ
ア
選
手
の
う
ち
︑
特

に
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
贈

ら
れ
る
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
長
特
別
賞
﹂
は
︑
11
㌧

部
門
・
三
重
県
代
表
の
加
藤

龍
二
さ
ん
（
三
重
西
濃
運
輸

㈱
四
日
市
支
店
）
が
︑
ま
た

中
小
企
業
所
属
の
総
合
得
点

第
１
位
に
贈
ら
れ
る
国
土
交

通
大
臣
賞
は
︑
11
㌧
部
門
・

岡
山
県
代
表
の
水
川
厚
さ
ん

（
岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ
㈱
泉
田

営
業
所
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
︒

全ト協会長特別賞の加藤龍二さん

国交大臣賞の水川厚さん

強
い
意
志
で
臨
ん
だ
２
年
連
続
の
全
国
大
会
で
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
頂
点
に
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上
越
運
送
㈱
は
︑
新
潟
県

上
越
市
に
本
社
・
上
越
支
店

を
構
え
る
ほ
か
︑
新
潟
県
内

に
３
か
所
（
柏
崎
︑
長
岡
︑

新
潟
）︑
長
野
県
内
に
１
か
所

（
長
野
）
の
支
店
を
持
つ
運

送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
の
歴
史
は
︑
平
成

15
年
に
さ
か
の
ぼ
る
︒
当
時

は
燃
料
価
格
が
高
騰
し
て
お

り
︑
同
社
で
は
経
費
削
減
策

を
検
討
し
て
い
た
︒そ
こ
に
︑

あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
﹁
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う
こ
と
で

燃
料
使
用
量
が
削
減
で
き
︑

コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
り
ま
す
︒

当
社
で
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
﹂

と
の
提
案
が
あ
っ
た
︒
そ
こ

で
同
社
で
は
︑﹁
燃
料
使
用

量
対
前
年
度
比
10
％
削
減
﹂

と
い
う
目
標
を
立
て
︑
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
み

始
め
た
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
１
年

目
の
取
り
組
み
と
し
て
は
︑

①
走
行
時
の
速
度
に
つ
い
て
︑

高
速
道
路
で
は
時
速
80
㌔

㍍
︑
一
般
道
で
は
法
定
速
度

を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
︑

②
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
に
つ
い

て
︑
大
型
車
・
中
型
車
そ
れ

ぞ
れ
に
目
安
と
な
る
回
転
数

を
定
め
︑
そ
れ
を
超
え
な
い

よ
う
に
す
る
︱
︱
の
２
つ
で

あ
っ
た
︒
当
時
は
︑
同
社
に

は
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ

フ
を
装
着
し
た
車
両
が
な
か

っ
た
た
め
︑
ア
ナ
ロ
グ
タ
コ
グ

ラ
フ
で
走
行
速
度
や
エ
ン
ジ

ン
回
転
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
た
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
開

始
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
提
案
に
よ

っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う

経
緯
も
あ
り
︑
多
く
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
前
向
き
に
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
に
参
加
し
た
︒

１
年
間
の
懸
命
な
取
り
組
み

の
結
果
︑
設
定
し
た
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

ま
た
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動

開
始
前
に
は
燃
料
費
が
年
間

約
２
億
円
か
か
っ
て
い
た
が
︑

活
動
に
よ
っ
て
約
２
０
０
０
万

円
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

　

同
社
で
は
︑
16
年
か
ら
デ

ジ
タ
コ
の
装
着
を
開
始
し
て

お
り
︑
現
在
で
は
同
社
保
有

の
全
車
両
に
デ
ジ
タ
コ
が
装

着
さ
れ
て
い
る
︒
デ
ジ
タ
コ

に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
運
行

デ
ー
タ
の
評
価
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
る
︒
自
分
の

運
転
が
目
に
見
え
る
形
で
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
運
行
デ

ー
タ
の
評
価
を
基
に
︑
成
績

優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
年
２
回
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

表
彰
﹂
を
行
っ
て
い
る
︒
表

彰
に
つ
い
て
は
︑﹁
デ
ジ
タ
コ

の
評
価
が
95
点
以
上
﹂﹁
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
実
施
状
況
﹂﹁
無

事
故
﹂
の
３
つ
の
基
準
で
受

賞
者
を
決
定
し
て
い
る
︒

勢
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
﹂

（
小
関
健
司
専
務
）

　
﹁
会
社
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら
︑
現

在
同
社
で
進
め
て
い
る
の
は
︑

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
ク

ー
ラ
ー
や
温
風
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
の
導
入
で
あ
る
︒
新
潟
で

は
︑
冬
は
雪
が
降
っ
て
寒
く

な
る
一
方
︑
夏
は
フ
ェ
ー
ン
現

象
の
せ
い
で
か
な
り
の
暑
さ

　

同
社
で
は
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
を
含
め
た
環
境
保
全

に
向
け
た
社
内
体
制
整
備
を

図
る
た
め
に
︑
本
社
に
﹁
環

境
保
全
活
動
委
員
会
﹂（
以

下
︑
委
員
会
）︑
ま
た
支
店

ご
と
に﹁
環
境
保
全
分
科
会
﹂

（
以
下
︑
分
科
会
）
を
設
置

し
︑
毎
月
会
合
を
開
催
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
成
績
の
振
る
わ
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
教
育
も

委
員
会
の
中
で
行
っ
て
い
る
︒

た
だ
し
︑
改
善
に
向
け
て
の

教
育
と
い
っ
て
も
﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
に
厳
し
く
指
導
す
る
﹂

と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な

く
︑
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

当
該
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

﹁
こ
う
し
た
ら
も
っ
と
燃
費

が
良
く
な
る
か
ら
︑
や
っ
て

み
よ
う
﹂
と
提
案
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
上
か
ら
目
線
で
﹁
強
い

る
﹂
の
で
は
な
く
︑
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
に
一
緒
に
励
ん

で
い
る
同
じ
立
場
で﹁
提
案
﹂

を
行
い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人

の
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
こ

と
で
︑
底
上
げ
を
図
っ
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒

　
﹁
経
営
者
や
管
理
者
は
︑

委
員
会
や
分
科
会
を
通
じ
て

ド
ラ
イ
バ
ー
の
思
い
を
汲
み

取
り
な
が
ら
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
で
生
み
出
さ
れ
る
成

果
を
最
大
限
に
す
る
た
め

に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
を
差

し
伸
べ
︑
で
き
る
こ
と
は
何

で
も
行
っ
て
い
く
と
い
う
姿

　

事
業
部
門
（
緑
ナ
ン
バ

ー
）︑
一
般
部
門
（
白
ナ
ン
バ

ー
）︑
ユ
ニ
ー
ク
部
門
（
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
独
自
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

に
な
る
こ
と
が
多
い
︒
新
車

導
入
の
際
に
は
︑
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
ク
ー
ラ
ー
や

温
風
ヒ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け

る
よ
う
に
し
て
お
り
︑
現
在

で
は
全
車
両
の
３
割
に
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
ク
ー
ラ

ー
が
︑
ま
た
４
割
に
温
風
ヒ

ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
車
両
の
低
公
害
車

へ
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て
も
順

次
進
め
て
い
る
と
い
う
︒

シ
ョ
ン
ダ
ウ
ン
に
繋
が
っ
て
し

ま
う
︒
そ
の
都
度
新
た
な
ド

ラ
イ
バ
ー
参
加
型
の
方
策
を

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
は
新
鮮
な
気
持

ち
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
︒

　

活
動
開
始
か
ら
15
年
目
を

迎
え
た
同
社
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
︒
そ
の
成
果
を
み
る

と
︑
燃
費
で
は
平
成
28
年
度

に
14
年
度
比
29
・
６
％
向
上

と
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し

て
い
る
︒
し
か
も
︑
何
年
も

活
動
を
続
け
て
い
る
う
ち
に

燃
費
の
伸
び
が
頭
打
ち
に
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
中
︑
同
社

の
場
合
は
近
年
で
も
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
燃
費
の
改
善
が
み

ら
れ
る
と
い
う
︒
ま
た
︑
走

行
速
度
の
節
制
な
ど
﹁
環
境

に
や
さ
し
い
運
転
﹂
を
行
う

こ
と
で
︑
交
通
事
故
減
少
に

繋
が
る
と
い
う
副
次
的
な
効

果
も
生
ま
れ
る
︒
同
社
で
も
︑

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
始
め

た
当
初
の
16
年
に
は
一
旦
事

様
々
な
主
体
）
の
３
部
門
に

分
け
て
審
査
（
審
査
委
員
長

＝
大
聖
泰
弘
早
稲
田
大
学
研

究
院
次
世
代
自
動
車
研
究
機

構
特
任
研
究
教
授
）
が
行
わ

表  平成 29 年度エコドライブ活動コンクール
上位入賞者一覧　　　　　　（都道府県順）

◇国土交通大臣賞
（事業部門） 上越運送㈱ 新潟県

◇環境大臣賞
（一般部門） TOTO ㈱ 経営企画本部 ESG 推進部 福岡県

◇優秀賞
（事業部門）

磐城通運㈱ 小名浜支店 福島県
磐城通運㈱ 小名浜支店 小名浜製錬営業所 福島県
㈱ロジパルエクスプレス 東京都
㈲裕進運輸 本社営業所 三重県

◇優秀賞（一般部門） ㈱ GE 大阪府

◇審査委員長特別賞
（ユニーク部門） 霞ヶ浦地区環境行動推進協議会 三重県

れ
︑応
募
総
数
３
２
７
件
（
事

業
所
数
１
２
１
１
事
業
所
）

の
中
か
ら
︑
事
業
部
門
の
最

高
賞
と
な
る
国
土
交
通
大
臣

賞
に
は
上
越
運
送
㈱
（
新
潟

県
）
が
選
ば
れ
た
︒
な
お
︑

そ
の
他
の
上
位
入
賞
者
（
環

境
大
臣
賞
︑
優
秀
賞
︑
審
査

委
員
長
特
別
賞
）
の
受
賞
者

は
表
の
通
り
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
︑
上
位
入
賞
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
後
︑
国
交

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
上
越
運

送
㈱
の
齊
藤
三
十
四
取
締
役

安
全
指
導
部
長
が
取
り
組
み

発
表
を
行
っ
た
（
同
社
の
取

り
組
み
は
別
項
に
掲
載
）︒

　
﹁
平
成
29
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
﹂
が
11
月
29
日
に
東
京
・
コ
ク
ヨ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
︑﹁
平
成
29
年
度
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
上
位
入

賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
︒
事
業
部
門
の

最
高
賞
と
な
る
国
土
交
通
大
臣
賞
に
は
︑

上
越
運
送
㈱
（
新
潟
県
上
越
市
︑
古
海
正

雄
代
表
取
締
役
社
長
）
が
輝
い
た
︒

「
平
成
29
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

上
越
運
送
㈱
が
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

故
件
数
が
増
え
た
も
の
の
︑

そ
れ
以
降
右
肩
下
が
り
に
事

故
件
数
も
減
少
し
て
い
る
︒

併
せ
て
︑
燃
料
使
用
量
減
少

な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
効

果
も
み
ら
れ
た
と
い
う
︒

　
﹁
15
年
に
わ
た
り
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
を
続
け
て
き
た
結

果
︑
い
ま
で
は
当
社
の
全
ド

ラ
イ
バ
ー
が
﹃
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
は
当
た
り
前
﹄
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
実
際
に
行
う
の

は
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
︑
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
開
始
以
降

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
大
き
な
負

担
を
か
け
て
き
ま
し
た
︒
今

回
の
国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞

に
よ
っ
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
こ

れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
ま

し
た
︒
受
賞
で
き
て
︑
本
当

に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
﹂（
古
海
正
雄
社
長
）

　

同
社
に
お
け
る
今
後
の
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
方
向
性

に
つ
い
て
聞
く
と
︑﹁
こ
れ
ま

で
続
け
て
き
た
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な

い
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
︑

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
︒
例

え
ば
︑
当
社
で
は
こ
れ
ま
で

ド
ラ
イ
バ
ー
個
人
へ
の
評
価

が
中
心
で
し
た
︒
し
か
し
︑

グ
ル
ー
プ
評
価
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
︑
当
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
全
体
の
底
上
げ
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
﹂
と
︑
齊
藤
三
十
四

取
締
役
は
語
る
︒
ま
た
︑
同

業
他
社
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
事
例
を
︑
こ
れ
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
︒

　

さ
ら
に
︑
車
両
メ
ー
カ
ー

や
エ
ン
ジ
ン
の
型
式
に
よ
っ
て

燃
費
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
燃
費
の

改
善
度
合
い
を
よ
り
詳
細
に

見
極
め
る
た
め
に
︑
車
両
メ

ー
カ
ー
ご
と
・
エ
ン
ジ
ン
の

型
式
ご
と
の
燃
費
デ
ー
タ
集

計
に
も
着
手
し
て
い
る
と
い

う
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
こ
れ
ま
で
も

国
交
大
臣
賞
受
賞
を
目
指
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
︒
今
回
の
受
賞

を
機
に
﹃
新
た
な
ス
タ
ー
ト

地
点
に
立
っ
た
﹄
と
い
う
思

い
で
︑
さ
ら
な
る
燃
費
改
善

に
向
け
て
︑
で
き
る
こ
と
を

着
実
に
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
﹂（
阿
部
拓
也
課
長
）

　

最
後
に
︑
こ
れ
か
ら
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
運
送
事
業
者

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
い
た
︒

　
﹁
ま
ず
﹃
ト
ッ
プ
の
思
い
は

必
ず
通
じ
る
﹄と
心
に
決
め
︑

実
際
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行

う
ド
ラ
イ
バ
ー
を
い
か
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
か
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
︒
そ
し
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

と
管
理
者
・
経
営
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
も

重
要
で
す
︒
例
え
ば
︑
ア
イ

ド
リ
ン
グ
時
間
の
長
い
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
頭
ご
な

し
に
叱
る
の
で
は
な
く
︑﹃
ど

う
し
て
ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
間

が
長
く
な
っ
た
の
か
﹄
と
確

認
す
る
こ
と
で
︑
ア
イ
ド
リ

ン
グ
時
間
を
短
く
す
る
た
め

の
改
善
策
を
考
え
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
︒

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
お
け

る
成
果
を
最
大
限
に
す
る
た

め
に
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
積
極
的

に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
︑

今
回
の
受
賞
を
機
に
改
め
て

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
﹂

（
古
海
社
長
）

（
取
材
協
力
）
上
越
運
送
㈱

　

古
海
正
雄
代
表
取
締
役
社

長
、小
関
健
司
専
務
取
締
役
、

齊
藤
三
十
四
取
締
役
安
全
指

導
部
長
、
阿
部
拓
也
車
輌
部

車
輌
課
課
長

上
越
運
送
㈱
﹇
新
潟
県
上
越
市
﹈

・会社名 上越運送株式会社
・本社 新潟県上越市頸城区西福島 440-1
・資本金 8,500 万円
・設立 昭和 18 年 9 月 30 日
・従業員数 150 人（うちドライバー 113 人）
・車両台数 153 台

会社概要

燃
料
価
格
高
騰
に
苦
し
ん
だ
15
年
前

ド
ラ
イ
バ
ー
の
提
案
を
受
け
活
動
ス
タ
ー
ト

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
励
む
ド
ラ
イ
バ
ー
を
支
援

思
い
を
汲
み
取
る
「
委
員
会
」「
分
科
会
」

活
動
の
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
を
防
ぐ
た
め
に

ド
ラ
イ
バ
ー
参
加
型
の
新
方
策
を
導
入

念
願
の
国
交
大
臣
賞
受
賞
で
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

さ
ら
な
る
燃
費
改
善
に
向
け
着
実
に
取
り
組
む

　

一
方
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
教
育
と
い
う
面
で
は
︑

カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
協
力
に

よ
る
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習

会
﹂
を
年
２
回
（
５
月
︑
10

月
）
開
催
し
て
い
る
︒

　

講
習
会
で
は
︑
指
導
員
が

ト
ラ
ッ
ク
に
同
乗
し
て
︑
本

社
の
周
辺
の
コ
ー
ス
（
４
㌔

㍍
）
を
２
回
走
行
す
る
︒
１

回
目
の
走
行
で
は
ド
ラ
イ
バ

ー
が
普
段
通
り
の
運
転
で
走

行
し
︑
２
回
目
は
指
導
員
の

指
示
の
も
と
運
転
す
る
︒
２

回
の
走
行
に
お
け
る
燃
料
使

用
量
の
違
い
に
よ
り
︑
ど
の

よ
う
に
運
転
操
作
を
行
え
ば

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
繋
が
る
の

か
を
体
験
す
る
も
の
だ
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

多
く
の
運
送
事
業
者
に
と
っ

て
︑
頭
が
痛
い
の
は
﹁
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
マ
ン
ネ
リ

化
﹂
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
取
り

組
み
始
め
た
頃
は
︑
燃
費
が

み
る
み
る
良
く
な
っ
て
い
っ
た

が
︑
そ
れ
が
頭
打
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
と
取
り
組
み
へ
の

意
欲
も
い
つ
し
か
冷
め
て
し

ま
い
︑
結
果
と
し
て
せ
っ
か

く
良
く
な
っ
た
燃
費
が
悪
化

し
て
し
ま
う
︱
︱
と
い
う
事

業
者
も
少
な
く
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
よ
う

な
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
マ

ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
︑

同
社
で
は
様
々
な
施
策
を
取

り
入
れ
て
い
る
︒

　

先
に
取
り
上
げ
た
講
習
会

で
は
︑
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が

運
転
し
て
い
る
間
︑
講
習
会

に
参
加
し
て
い
る
他
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
空
き
時
間
と
な

り
︑
何
も
す
る
こ
と
が
な
く

な
る
︒
そ
こ
で
︑
同
社
で
は

24
年
か
ら
こ
の
空
き
時
間
の

活
用
を
図
る
た
め
に
︑
新
た

に
﹁
オ
リ
ジ
ナ
ル
講
習
﹂
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
︒
こ
れ

は
︑
講
習
会
の
際
に
行
わ
れ

る
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

﹁
実
技
講
習
﹂
に
加
え
︑
独

自
の
﹁
筆
記
テ
ス
ト
﹂
と
﹁
日

常
点
検
テ
ス
ト
﹂
の
合
計
３

項
目
の
点
数
で
競
う
も
の
で
︑

筆
記
テ
ス
ト
と
日
常
点
検
テ

ス
ト
は
︑
実
技
講
習
の
空
き

時
間
に
行
わ
れ
る
︒
総
合
得

点
の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
︑表
彰
が
行
わ
れ
る
︒

講
習
の
空
き
時
間
を
有
効
活

用
し
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
講
習
会
へ
の
参
加
意
欲

が
向
上
し
た
と
い
う
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
マ

ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
の
も

う
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
︑﹁
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
大
作
戦
﹂
の
実
施
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

24
年
と
25
年
の
夏
は
猛
暑

だ
っ
た
︒
そ
の
た
め
に
停
車

し
て
い
る
時
に
も
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
て
ク
ー
ラ
ー
を
使
っ

て
い
た
こ
と
が
多
く
︑
そ
の

結
果
︑
ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
間

が
増
加
し
て
い
た
と
い
う
︒

そ
こ
で
︑
委
員
会
か
ら
の
提

案
を
受
け
て
﹁
ア
イ
ド
リ
ン

グ
時
間
対
前
年
度
比
30
％
削

減
﹂
と
い
う
目
標
を
掲
げ
︑

全
社
を
挙
げ
て
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
︒

そ
の
際
に
も
︑
委
員
会
は
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑﹁
車
内

で
の
仮
眠
時
に
ク
ー
ラ
ー
が

な
い
の
は
大
変
だ
け
れ
ど
も
︑

４
時
間
運
転
し
た
後
の
30
分

以
上
の
休
憩
時
間
は
ク
ー
ラ

ー
を
使
わ
な
く
て
も
大
丈
夫

で
は
な
い
か
﹂
な
ど
と
提
案

し
た
り
︑
ク
ー
ラ
ー
を
使
わ

な
く
て
も
済
む
よ
う
に
扇
風

機
を
導
入
し
た
り
す
る
な

ど
︑
実
際
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
行
う
﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
視
点
﹂
で
取
り
組
み
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
︒
そ
の
結
果
︑

ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
間
を
大
幅

に
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き

た
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
毎

年
同
じ
よ
う
に
行
っ
て
い
る

だ
け
で
は
︑
実
際
に
取
り
組

む
ド
ラ
イ
バ
ー
は
飽
き
を
感

じ
︑
そ
の
結
果
︑
モ
チ
ベ
ー

　
﹁
平
成
29
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ

ン
ク
ー
ル
﹂﹇
主
催
・（
公
財
）
交
通
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
︑
後
援
・
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
普
及
推
進
協
議
会
﹈
の
受
賞
者
が
11

月
１
日
に
発
表
さ
れ
︑
事
業
部
門
の
最

高
賞
と
な
る
国
土
交
通
大
臣
賞
に
は
別

掲
の
通
り
︑
上
越
運
送
株
式
会
社
（
新

潟
県
上
越
市
︑
古
海
正
雄
代
表
取
締
役

社
長
）
が
輝
い
た
︒

　

同
社
で
は
︑
平
成
15
年
か
ら
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
︑
省
燃
費
へ
の
成
果
を
継
続
し
て

出
し
て
き
た
︒
同
社
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
施
策
が
評

価
さ
れ
︑
今
回
の
受
賞
に
至
っ
た
︒
こ
こ

で
は
︑
同
社
に
お
け
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

「平成29年度エコドライブ活動コンクール」上位入賞者（11月29日、コクヨホール）

写真左から、齊藤三十四取締役、古海正雄代表取締役社長、小関健司専務取締役、阿部拓也課長

本社で毎月実施している「環境保全活動委員会」

カーディーラーの協力による「エコドライブ講習
会」では、実技講習（写真㊤）、日常点検テスト

（写真㊥）、筆記テスト（写真㊦）を実施する

同社の齊藤三十四取締役による取り
組み発表

国交大臣賞を受賞する上越運送の小
関健司専務取締役（写真㊧）

車
両
へ
の
導
入
を
進
め
て
い
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
ク
ー
ラ
ー
（
写

真
㊤
）
と
温
風
ヒ
ー
タ
ー
（
写
真
㊦
）

「
平
成
29
年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み
紹
介

活
動
継
続
の
肝
は「
ド
ラ
イ
バ
ー
視
点
か
ら
の
改
善
提
案
」

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
手
厚
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
成
果
を
最
大
限
に
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車体メーカー１１社が出展 第
45
回 

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
７
特
集
・
後
編

　

㈱
花
見
台
自
動
車
が
出
展

し
た
﹁
セ
フ
テ
ー
ロ
ー
ダ
Ｈ

２
﹂
は
︑
少
な
い
ス
ペ
ー
ス

で
の
作
業
や
積
み
や
す
い
荷

台
傾
斜
角
度
を
目
指
し
︑
シ

ン
プ
ル
で
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
な
ス

ラ
イ
ド
機
構
を
採
用
︒

　

乗
用
車
の
ア
イ
ボ
ル
ト
け

ん
引
フ
ッ
ク
に
対
応
さ
せ
︑

Ｌ
Ｅ
Ｄ
作
業
灯
を
内
蔵
す
る

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
鳥
居
を

採
用
し
た
︒

　

八
千
代
工
業
㈱
は
︑﹁
ホ

ン
ダ
ア
ク
テ
ィ
ダ
ン
プ
﹂
を
ベ

ー
ス
に
︑
軽
自
動
車
な
ら
で

は
の
機
動
性
を
活
か
し
︑
災

害
発
生
時
の
地
域
で
の
初
期

復
旧
作
業
に
威
力
を
発
揮
す

る
︑﹁
災
害
初
期
支
援
車
﹂

を
参
考
出
品
︒
地
域
や
企
業

で
の
自
主
防
災
へ
の
活
用
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
︒

　

極
東
開
発
工
業
㈱
は
︑
新

型
４
㌧
車
級
プ
レ
ス
式
ご
み

収
集
車
﹁
プ
レ
ス
パ
ッ
ク
﹂

を
参
考
出
品
︒
ま
た
︑
機
能

的
デ
ザ
イ
ン
と
装
備
の
充
実

を
両
立
し
た
１
台
積
車
輌
運

搬
車
﹁
フ
ラ
ト
ッ
プ
Ｚ
ｅ
ｒ

ｏ
Ⅱ
﹂
も
出
品
︒
同
車
は
︑

荷
台
が
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
か

ら
12
度
ま
で
の
範
囲
で
積
み

込
み
角
度
の
調
整
が
可
能
︒

「働く くるま」が大集合！
～「働くくるま」で夢と幸せをあなたのそばまで～

「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」

「
災
害
初
期
支
援
車
」

「
Ｚ
フ
ラ
ッ
プ
９
：
１
」

「
大
型
ウ
ィ
ン
グ
ル
ー
フ
車
」

「
電
気
式
中
型
温
度
管
理
車
」

「
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル

ウ
イ
ン
グ
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

　
﹁
世
界
を
︑
こ
こ
か
ら
動
か
そ
う
︒

Ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑（
一
社
）
日
本
自
動

車
工
業
会
が
主
催
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
な
ど
が
協
賛
し
た
﹁
第
45
回
東
京

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
１
７
﹂
が
︑
10

月
27
日
〜
11
月
５
日
ま
で
の
10
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
た
︒
会
期
中
︑
国
内

自
動
車
メ
ー
カ
ー
14
社
15
ブ
ラ
ン
ド
お

よ
び
︑
海
外
自
動
車
メ
ー
カ
ー
13
社
19

ブ
ラ
ン
ド
を
含
む
１
５
３
社
・
団
体
が

出
展
︒
国
内
外
か
ら
77
万
人
余
り
が
訪

れ
た
︒﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
︑
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

の
出
展
内
容
を
掲
載
し
て
き
た
が
︑
後

編
で
は
車
体
メ
ー
カ
ー
（
東
１
ホ
ー
ル

屋
外
合
同
展
示
ブ
ー
ス
に
11
社
13
台
展

示
）
の
主
な
出
展
内
容
を
紹
介
す
る
︒

日
本
フ
ル
ハ
ー
フ
㈱

日
本
ト
レ
ク
ス
㈱

㈱
浜
名
ワ
ー
ク
ス

八
千
代
工
業
㈱

山
田
車
体
工
業
㈱

　

日
本
フ
ル
ハ
ー
フ
㈱
は
︑

﹁
オ
イ
ル
レ
ス
機
構
搭
載
次

世
代
大
型
ウ
ィ
ン
グ
ル
ー
フ

車
﹂
を
参
考
出
品
︒
ウ
イ
ン

グ
開
閉
機
構
を
電
動
式
の
オ

イ
ル
レ
ス
に
し
た
︒
油
圧
式

に
比
べ
オ
イ
ル
の
定
期
交
換

が
不
要
に
な
り
︑

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
が
向
上
︒
消

費
電
力
も
少
な

く
︑
バ
ッ
テ
リ

ー
負
荷
を
軽
減

し
た
︒

　

ま
た
︑
電
気

式
中
型
温
度
管

理
車
も
参
考
出

品
︒
主
に
食
品

を
運
ぶ
温
度
管

理
車
は
積
荷
の

状
態
管
理
が
重

要
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
が
よ
り
安
全

運
転
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
︑

エ
ン
ジ
ン
低
回
転
時
の
能
力

低
下
を
抑
制
す
る
﹁
電
気
式

冷
凍
機(e-Chilno)

﹂
や
庫

内
を
均
一
に
温
め
る
床
加
温

装
置
︑
オ
イ
ル
レ
ス
テ
ー
ル

ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
を
搭
載
︒

そ
の
他
︑安
全
機
能
と
し
て
︑

フ
ロ
ア
マ
ー
カ
ー
ラ
ン
プ
︑

セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ッ
ト
機
構
︑

セ
ー
フ
テ
ィ
ロ
ー
ル
ス
ト
ッ
パ

ー
を
装
着
し
た
︒ 

　

日
本
ト
レ
ク
ス
㈱
は
︑
ウ

レ
タ
ン
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
工
法
に
よ
る
車
両
用
断

熱
パ
ネ
ル
﹁
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

（
パ
ネ
ク
ト
）﹂
を
採
用
し

た
︑
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
ウ
イ

ン
グ
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
を
参
考

出
品
︒
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム

よ
り
断
熱
性
能
に
優
れ
た
ウ

レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し

た
こ
と
に
加
え
︑
伝
熱
媒
体

と
な
る
パ
ネ
ル
内
部
の
ア
ル

ミ
ポ
ス
ト
を
な
く
し
た
こ
と

で
︑
断
熱
性
能
20
％
︑
積
載

量
３
０
０
㌔

㌘
向
上
を
実

現
し
た
（
同

社
従
来
比
）︒

さ
ら
に
︑
開

発
中
の
タ
イ

ヤ
温
度
・
空

気
圧
管
理
シ

ス
テ
ム
や
位

置
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
︑

ト
レ
ー
ラ
を

よ
り
使
い
や

す
く
す
る
機

能
を
多
数
搭

載
し
た
︒

　

山
田
車
体
工
業
㈱
は
︑
オ

ー
バ
ー
タ
ー
ン
ウ
イ
ン
グ﹁
Ｚ

フ
ラ
ッ
プ
９
：
１
﹂を
出
品
︒

大
き
く
て
重
た
い
荷
物
の
荷

役
時
に
︑
天
井
ク
レ
ー
ン
や

ラ
フ
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
作

業
で
き
る
ウ
イ
ン
グ
車
で
︑

セ
ン
タ
ー
フ
レ
ー
ム
の
位
置

を
９
：
１
の
部
分
へ
設
置

し
︑
天
井
部
分
の
開
口
を
２

１
０
０
㍉
㍍
以
上
確
保
し
た
︒

　

ま
た
︑
反
対
側
も
ル
ー
フ

が
１
６
７
度
上
が
る
の
で
︑
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
の
荷
役
が

で
き
︑
通
常
の
ウ
イ
ン
グ
と

し
て
使
用
で
き
る
︒
さ
ら
に
︑

精
密
機
械
や
美
術
品
な
ど
の

輸
送
も
可
能
な
︑
温
度
管
理

仕
様
と
な
っ
て
い
る
︒

　

東
邦
車
輛
㈱
は
︑﹁
ス
マ

ー
ト
ウ
イ
ン
グ　

セ
ミ
・
フ

ル
ト
レ
ー
ラ
﹂を
参
考
出
品
︒

ド
リ
ー
を
取
り
外
し
た
り
連

結
し
た
り
す
る
︑
２
通
り
の

使
い
方
が
可
能
︒
近
年
の
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
解
消
︑
燃
料

等
の
経
費
節
減
︑
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
貢
献
︒

　

な
お
︑
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
使

用
時
は
︑
連
結
全
長
を
12
㍍

以
下
に
抑
え
︑
通
行
申
請
不

要
の
フ
リ
ー
走
行
が
可
能
に
︒

足
回
り
は
ド
リ
ー
を
含
む
総

輪
エ
ア
サ
ス
を
採
用
し
た
︒

　

新
明
和
工
業
㈱
は
︑
同
社

製
の
３
段
伸
縮
テ
レ
ス
コ
ピ

ッ
ク
シ
リ
ン
ダ
と
ハ
ー
フ
パ
イ

プ
ボ
デ
ー
を
採
用
し
た
︑﹁
大

型
10
㌧
車
級
・
テ
レ
ス
コ
式

リ
ヤ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
﹂
を

新
た
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
追

加
し
て
出
品
︒
こ
の
車
両
は
︑

国
内
主
流
の
リ
ン
ク
式
ダ
ン

　

㈱
矢
野
特
殊
自
動
車
は
︑

ア
ル
ミ
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
大

型
冷
蔵
冷
凍
車
﹁
ニ
ュ
ー
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
35
プ
ラ
ス
﹂
を

出
展
し
た
︒
保
冷
性
能
で
庫

内
温
度
マ
イ
ナ
ス
35
度
を
キ

ー
プ
︒
荷
役
作
業
の
安
全
と

使
い
勝
手
の
良
さ
を
追
求
し

た
︒
Ｌ
Ｅ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
ラ
イ

ト
に
よ
り
庫
内
を
均
一
に
明

る
く
し
︑
後
方
に
は
転
落
防

止
の
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を

縦
向
き
配
置
︑
近
付
く
と
点

灯
し
て
危
険
を
知
ら
せ
る
︒

　

ボ
デ
ー
後
面
の
ビ
ル
ト
イ

ン
ス
テ
ッ
プ
は
︑
庫
内
へ
の
昇

降
の
安
全
と
デ
ザ
イ
ン
を
両

立
︒
庫
内
に
は
︑
冷
凍
・
冷

蔵
の
２
温
度
管
理
に
必
要
な

間
仕
切
り
﹃
ソ
フ
ト
マ
ジ
カ

ル
﹄
等
を
採
用
︒

　

Ｋ
Ｙ
Ｂ
㈱
は
︑
よ
り
多
く

の
生
コ
ン
を
輸
送
で
き
る
５

立
米
ド
ラ
ム
を
搭
載
し
た
都

市
部
向
け
の
低
床
ミ
キ
サ
車

の
フ
レ
ー
ム
を
新
開
発
︑
サ

ブ
フ
レ
ー
ム
を
廃
止
し
軽
量

化
を
実
現
す
る
こ
と
で
︑
11

㌧
６
０
０
㌔
㌘
の
積
載
を
可

能
に
し
た
︒
ま
た
︑
前
後
左

の
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
︑
通
信

機
能
に
よ
り
運
行
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
事
務
所
等
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

化
型
ミ
キ
サ
ー
車
と
し
た
︒ 

　

㈱
浜
名
ワ
ー
ク
ス
は
︑
大

型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
を
一
括

輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
︑

連
結
全
長
23
㍍
を
誇
る
︑﹁
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
﹂
を
出

品
︒
フ
ル
ト
ラ
ク
タ
10
㍍
・

フ
ル
ト
レ
ー
ラ
９
・
９
㍍
の

荷
台
内
長
︑
総
容
積
１
２
９

立
方
㍍
を
確
保
し
た
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
緩
和
︑
輸
送
効

率
向
上
に
期
待
が
集
ま
る
︒

　

な
お
︑
貨
物
の
増
減
に
合

わ
せ
て
フ
ル
ト
ラ
ク
タ
の
み

の
運
行
も
可
能
で
︑
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
対
応
で
き
る
︒

「
ス
マ
ー
ト
ウ
イ
ン
グ

セ
ミ
・
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
」

「
セ
フ
テ
ー
ロ
ー
ダ
Ｈ
２
」

「
Ｍ
Ｒ
５
０
３
０
Ｌ
」

「
テ
レ
ス
コ
式
リ
ヤ
ダ
ン
プ
」

「
ニュ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
35
プ
ラ
ス
」

「
プ
レ
ス
パ
ッ
ク
」

「
フ
ラ
ト
ッ
プ
Ｚｅｒｏ
Ⅱ
」

東
邦
車
輛
㈱

㈱
花
見
台
自
動
車

極
東
開
発
工
業
㈱

新
明
和
工
業
㈱

㈱
矢
野
特
殊
自
動
車

Ｋ
Ｙ
Ｂ
㈱

プ
機
構
と
比
べ
て
軽
量
化
が

図
ら
れ
︑
最
大
積
載
量
10
㌧

以
上
で
の
登
録
が
可
能
︒

︻
衆
議
院
（
本
人
出
席
）︼

中
村　

裕
之 （
北
海
道
４
区
）

伊
東　

良
孝 （
北
海
道
７
区
）

武
部　

新 

（
北
海
道
12
区
）

船
橋　

利
実 （
比
例
北
海
道
）

木
村　

次
郎 （
青
森
４
区
）

西
村　

明
宏 （
宮
城
３
区
）

冨
樫　

博
之 （
秋
田
１
区
）

遠
藤　

利
明 （
山
形
１
区
）

根
本　

匠 

（
福
島
２
区
）

高
橋
ひ
な
こ （
比
例
東
北
）

亀
岡　

偉
民 （
比
例
東
北
）

田
所　

嘉
徳 （
茨
城
１
区
）

簗　
　

和
生 （
栃
木
３
区
）

井
野　

俊
郎 （
群
馬
２
区
）

柴
山　

昌
彦 （
埼
玉
８
区
）

野
中　

厚 

（
埼
玉
12
区
）

土
屋　

品
子 （
埼
玉
13
区
）

三
ッ
林 

裕
巳 （
埼
玉
14
区
）

佐
藤　

明
男 （
比
例
北
関
東
）

辻　
　

清
人 （
東
京
２
区
）

菅
原　

一
秀 

（
東
京
９
区
）

松
島
み
ど
り （
東
京
14
区
）

秋
元　

司 

（
東
京
15
区
）

大
西　

英
男 （
東
京
16
区
）

小
倉　

将
信 （
東
京
23
区
）

井
上　

信
治 （
東
京
25
区
）

山
田　

美
樹 （
比
例
東
京
）

小
田
原　

潔 （
比
例
東
京
）

門
山　

宏
哲 （
千
葉
１
区
）

渡
辺　

博
道 （
千
葉
６
区
）

櫻
田　

義
孝 （
千
葉
８
区
）

林　
　

幹
雄 （
千
葉
10
区
）

浜
田　

靖
一 

（
千
葉
12
区
）

田
中　

和
德 （
神
奈
川
10
区
）

堀
内　

詔
子 （
山
梨
２
区
）

中
谷　

真
一 

（
比
例
南
関
東
）

高
鳥　

修
一 

（
新
潟
６
区
）

田
畑　

裕
明 （
富
山
１
区
）

橘　

慶
一
郎 

（
富
山
３
区
）

佐
々
木　

紀 （
石
川
２
区
）

後
藤　

茂
之 （
長
野
４
区
）

石
﨑　

徹 

（
比
例
北
陸
信
越
）

齋
藤　

洋
明 （
比
例
北
陸
信
越
）

山
本　

拓 

（
比
例
北
陸
信
越
）

熊
田　

裕
通 （
愛
知
１
区
）

伊
藤　

忠
彦 （
愛
知
８
区
）

今
枝
宗
一
郎 （
愛
知
14
区
）

根
本　

幸
典 （
愛
知
15
区
）

武
藤　

容
治 （
岐
阜
３
区
）

鈴
木　

淳
司 （
比
例
東
海
）

大
見　

正 

（
比
例
東
海
）

大
岡　

敏
孝 （
滋
賀
１
区
）

上
野
賢
一
郎 （
滋
賀
２
区
）

小
寺　

裕
雄 （
滋
賀
４
区
）

田
中　

英
之 （
京
都
４
区
）

左
藤　

章 

（
大
阪
２
区
）

中
山　

泰
秀 （
大
阪
４
区
）

渡
嘉
敷
奈
緒
美（
大
阪
７
区
）

盛
山　

正
仁 （
兵
庫
１
区
）

関　
　

芳
弘 （
兵
庫
３
区
）

藤
井
比
早
之 （
兵
庫
４
区
）

繁
本　

護 

（
比
例
近
畿
）

佐
藤
ゆ
か
り （
比
例
近
畿
）

門　
　

博
文 （
比
例
近
畿
）

赤
澤　

亮
正 （
鳥
取
２
区
）

細
田　

博
之 （
島
根
１
区
）

竹
下　

亘 

（
島
根
２
区
）

山
下　

貴
司 （
岡
山
２
区
）

阿
部　

俊
子 （
岡
山
３
区
）

小
島　

敏
文 （
比
例
中
国
）

平
井　

卓
也 （
香
川
１
区
）

中
谷　

元 

（
高
知
１
区
）

福
山　

守 

（
比
例
四
国
）

福
井　

照 

（
比
例
四
国
）

古
賀　

篤 

（
福
岡
３
区
）

宮
内　

秀
樹 （
福
岡
４
区
）

原
田　

義
昭 （
福
岡
５
区
）

藤
丸　

敏 

（
福
岡
７
区
）

三
原　

朝
彦 （
福
岡
９
区
）

山
本　

幸
三 （
福
岡
10
区
）

北
村　

誠
吾 （
長
崎
４
区
）

木
原　

稔 

（
熊
本
１
区
）

野
田　

毅 

（
熊
本
２
区
）

坂
本　

哲
志 （
熊
本
３
区
）

金
子　

恭
之 （
熊
本
４
区
）

武
井　

俊
輔 （
宮
崎
１
区
）

西
銘
恒
三
郎 （
沖
縄
４
区
）

冨
岡　

勉 

（
比
例
九
州
）

國
場
幸
之
助 （
比
例
九
州
）

︻
参
議
院
（
本
人
出
席
）︼

中
泉　

松
司 

（
秋
田
）

上
月　

良
祐 

（
茨
城
）

高
橋　

克
法 

（
栃
木
）

丸
川　

珠
代 

（
東
京
）

朝
日
健
太
郎 

（
東
京
）

石
井　

準
一 

（
千
葉
）

島
村　

大 

（
神
奈
川
）

森
屋　

宏 

（
山
梨
）

山
田　

修
路 

（
石
川
）

藤
川　

政
人 

（
愛
知
）

こ
や
り
隆
史 

（
滋
賀
）

西
田　

昌
司 

（
京
都
）

堀
井　

巌 

（
奈
良
）

佐
藤　

啓 

（
奈
良
）

舞
立　

昇
治 

（
鳥
取
）

石
井　

正
弘 

（
岡
山
）

三
宅　

伸
吾 

（
香
川
）

山
本　

順
三 

（
愛
媛
）

馬
場　

成
志 

（
熊
本
）

礒
崎　

陽
輔 

（
大
分
）

松
下　

新
平 

（
宮
崎
）

長
峯　

誠 

（
宮
崎
）

赤
池　

誠
章 

（
比
例
）

足
立　

敏
之 

（
比
例
）

阿
達　

雅
志 

（
比
例
）

太
田　

房
江 

（
比
例
）

片
山
さ
つ
き 

（
比
例
）

北
村　

経
夫 

（
比
例
）

木
村　

義
雄 

（
比
例
）

藤
木　

真
也 

（
比
例
）

︻
衆
議
院
（
代
理
出
席
）︼

吉
川　

貴
盛 （
北
海
道
２
区
）

和
田　

義
明 （
北
海
道
５
区
）

堀
井　

学 

（
北
海
道
９
区
）

津
島　

淳 

（
青
森
１
区
）

鈴
木　

俊
一 

（
岩
手
２
区
）

金
田　

勝
年 （
秋
田
２
区
）

藤
原　

崇 

（
比
例
東
北
）

上
杉
謙
太
郎 （
比
例
東
北
）

額
賀
福
志
郎 （
茨
城
２
区
）

梶
山　

弘
志 （
茨
城
４
区
）

船
田　

元 

（
栃
木
１
区
）

茂
木　

敏
充 （
栃
木
５
区
）

笹
川　

博
義 （
群
馬
３
区
）

福
田　

達
夫 （
群
馬
４
区
）

神
山　

佐
市 （
埼
玉
７
区
）

大
塚　

拓 

（
埼
玉
９
区
）

山
口　

泰
明 （
埼
玉
10
区
）

永
岡　

桂
子 （
比
例
北
関
東
）

中
根　

一
幸 

（
比
例
北
関
東
）

若
宮　

健
嗣 （
東
京
５
区
）

石
原　

伸
晃 （
東
京
８
区
）

鴨
下　

一
郎 

（
東
京
13
区
）

松
本　

洋
平 （
東
京
19
区
）

木
原　

誠
二 （
東
京
20
区
）

伊
藤　

達
也 （
東
京
22
区
）

薗
浦
健
太
郎 （
千
葉
５
区
）

小
此
木
八
郎 （
神
奈
川
３
区
）

坂
井　

学 

（
神
奈
川
５
区
）

甘
利　

明 

（
神
奈
川
13
区
）

上
野　

宏
史 （
比
例
南
関
東
）

宮
川　

典
子 （
比
例
南
関
東
）

稲
田　

朋
美 （
福
井
１
区
）

宮
下　

一
郎 

（
長
野
５
区
）

細
田　

健
一 

（
比
例
北
陸
信
越
）

上
川　

陽
子 （
静
岡
１
区
）

井
林　

辰
憲 （
静
岡
２
区
）

塩
谷　

立 

（
静
岡
８
区
）

丹
羽　

秀
樹 （
愛
知
６
区
）

棚
橋　

泰
文 （
岐
阜
２
区
） 

古
屋　

圭
司 （
岐
阜
５
区
）

三
ツ
矢
憲
生 （
三
重
４
区
）

池
田　

佳
隆 （
比
例
東
海
）

八
木　

哲
也 （
比
例
東
海
）

武
村　

展
英 （
滋
賀
３
区
）

大
塚　

高
司 （
大
阪
８
区
）

原
田　

憲
治 （
大
阪
９
区
）

竹
本　

直
一 

（
大
阪
15
区
）

谷　
　

公
一 

（
兵
庫
５
区
）

山
田　

賢
司 （
兵
庫
７
区
）

西
村　

康
稔 （
兵
庫
９
区
）

渡
海
紀
三
朗 （
兵
庫
10
区
）

田
野
瀬
太
道 （
奈
良
３
区
）

石
田　

真
敏 （
和
歌
山
２
区
）

谷
川　

と
む 

（
比
例
近
畿
）

奥
野　

信
亮 （
比
例
近
畿
）

石
破　

茂 

（
鳥
取
１
区
）

橋
本　

岳 

（
岡
山
４
区
）

加
藤　

勝
信 （
岡
山
５
区
）

小
林　

史
明 （
広
島
７
区
）

塩
崎　

恭
久 （
愛
媛
１
区
）

山
本　

公
一 

（
愛
媛
４
区
）

鬼
木　

誠 

（
福
岡
２
区
）

武
田　

良
太 （
福
岡
11
区
）

加
藤　

寛
治 （
長
崎
２
区
）

衛
藤
征
士
郎 （
大
分
２
区
）

岩
屋　

毅 

（
大
分
３
区
）

古
川　

禎
久 （
宮
崎
３
区
）

岩
田　

和
親 （
比
例
九
州
）

古
川　

康 

（
比
例
九
州
）

今
村　

雅
弘 （
比
例
九
州
）

︻
参
議
院
（
代
理
出
席
）︼

伊
達　

忠
一 

（
北
海
道
）

関
口　

昌
一 

（
埼
玉
）

豊
田　

俊
郎 

（
千
葉
）

三
原
じ
ゅ
ん
子
（
神
奈
川
）

塚
田　

一
郎 

（
新
潟
）

野
上
浩
太
郎 

（
富
山
）

滝
波　

宏
文 

（
福
井
）

大
野　

泰
正 

（
岐
阜
）

吉
川
ゆ
う
み 

（
三
重
）

松
川　

る
い 

（
大
阪
）

末
松　

信
介 

（
兵
庫
）

鶴
保　

庸
介 

（
和
歌
山
）

中
西　

祐
介 

（
徳
島
・
高
知
）

井
原　

巧 

（
愛
媛
）

松
山　

政
司 

（
福
岡
）

大
家　

敏
志 

（
福
岡
）

松
村　

祥
史 

（
熊
本
）

佐
藤　

信
秋 

（
比
例
）

中
西　

哲 

（
比
例
）

︻
衆
議
院
（
本
人
出
席
）︼

佐
藤　

英
道 （
比
例
北
海
道
）

高
木　

陽
介 （
比
例
東
京
）

富
田　

茂
之 （
比
例
南
関
東
）

大
口　

善
徳 （
比
例
東
海
）

伊
藤　

渉 
（
比
例
東
海
）

佐
藤　

茂
樹 （
大
阪
３
区
）

國
重　

徹 

（
大
阪
５
区
）

伊
佐　

進
一 

（
大
阪
６
区
）

北
側　

一
雄 

（
大
阪
16
区
）

赤
羽　

一
嘉 

（
兵
庫
２
区
）

中
野　

洋
昌 （
兵
庫
８
区
）

竹
内　

譲 

（
比
例
近
畿
）

浮
島　

智
子 （
比
例
近
畿
）

濱
村　

進 

（
比
例
近
畿
）

鰐
淵　

洋
子 （
比
例
近
畿
）

斉
藤　

鉄
夫 （
比
例
中
国
）

石
田　

祝
稔 （
比
例
四
国
）

濵
地　

雅
一 

（
比
例
九
州
）

︻
参
議
院
（
本
人
出
席
）︼

西
田　

実
仁 

（
埼
玉
）

矢
倉　

克
夫 

（
埼
玉
）

佐
々
木
さ
や
か （
神
奈
川
）

三
浦　

信
祐 

（
神
奈
川
）

里
見　

隆
治 

（
愛
知
）

石
川　

博
崇 

（
大
阪
）

杉　
　

久
武 

（
大
阪
）

伊
藤　

孝
江 

（
兵
庫
）

若
松　

謙
維 

（
比
例
）

横
山　

信
一 

（
比
例
）

河
野　

義
博 

（
比
例
）

平
木　

大
作 

（
比
例
）

竹
内　

真
二 

（
比
例
）

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
総
会
出
席
者
一
覧

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
出
席
議
員

（
本
文
１
面
、
敬
称
略
）

（
本
文
１
面
、
敬
称
略
）
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげる
このコーナー。第 15 回目は、
「トレーラドライバー（一般貨
物／牛乳輸送）」のお仕事で
す。共立運輸㈱（北海道苫
小牧市）の小野香織さんが登
場します。

第１5 回 「トレーラドライバー（一般貨物／牛乳輸送）」小野 香織さん（共立運輸㈱・北海道）

6:00
　出社。乗務前点呼
で健康状態報告とア
ルコールチェック（写
真①）を行う。車両
点検後、苫小牧港
へ出発。

7:00
　苫小牧港にて下船
したトレーラを接続し、
北広島市の配送先
へ向かう（写真②）。

8:30
　配送先である建材
メーカーの物流センタ
ーに到着。トレーラに
積載された積荷＝断熱材の荷降ろし作業を開始。

10:00
　荷降ろし後、次の集荷先（苫小牧市内）へ移動。

11:30
　苫小牧トラックステ
ーションに到着し、
昼食休憩。この日の
昼食は、カキフライを
卵とじにした季節の
メニュー「牡蠣とじ
丼」（写真③）。

12:30
　集荷先である苫小牧市内の製紙メーカーへ出発。

13:00
　製紙メーカーの工場に到着。関東地方向けの積荷＝巻き
取り紙を積み込む（ close-up! に別掲）。

13:30
　積み込み完了後、苫小牧港に向け出発。

14:00
　苫小牧港の乗船ヤードに到着。トレーラを切り離す。

14:30
　自社のヤー
ドに戻り、空車
のトレーラを接
続（写真④）。
自社倉庫にて、
中部地方向け
のポテトチップ
スの原料イモ
を倉庫スタッフ
と協力しながら
積み込んでい
く（写真⑤）。

15:30
　積み込み完
了後、苫小牧
港に向け出発
（写真⑥）。

16:00
　苫小牧港の
乗船ヤードでト
レーラを切り離
し、自社へ戻る。

16:30
　帰社。乗務
後点呼とアル
コールチェック
などを済ませ
てから退社。

小野さんのある１日の仕事の流れ

自衛隊の輸送隊員からトレーラドライバーに転身 ！
先輩の指導をぐんぐん吸収、日々成長を続ける期待の星

・高校卒業後、自衛官に。北部方面輸送隊・トラック中隊に配属、
熊本地震の際には飲料・食料などの救援物資を輸送する任務に就
いた。大型・けん引免許とフォークリフトの資格は任官中に取得（同
社に入社後限定解除）。
・「自衛隊以外の場所でも働いてみたい」と任期退職を決意。「車を
運転してモノを運ぶ仕事に就きたい」、「トレーラの多い苫小牧でけ
ん引の仕事がしたい」という思いから、退職自衛官向け合同企業
説明会では、事前に資料やホームページ（HP）をチェックしていた
同社のブースを真っ先に訪問し、応募、面接を経て採用。
・取材当日は一般貨物輸送を行っていたが、月に２～３回、宗谷地区
の乳業メーカーから専用タンクコンテナを使用して集荷する、本州向
けの生乳輸送（中継輸送）も担当。
・仕事をしていてうれしいことは、「先輩たちが、培ってきたテクニック
やノウハウを惜しみなく教えてくれること」。直近の目標は、「トレーラ
に乗務して初めての冬の運転を、安全運転に努めて務めきること」。
・休みの日の楽しみは、「ラーメン食べ歩き」と「自宅でのディズニー
映画鑑賞」。ラーメンはこってり系、ディズニー映画は『アナと雪の女王』がお気に入り。

 担当業務：トレーラによる
一般貨物／牛乳輸送

 勤続年数： ８か月
 取得資格：�大型自動車免許、けん引免許、

フォークリフト運転技能講習修了

小野さんはこんな人！
　初対面となった合同企
業説明会では、「こんな
に色白で可愛らしい女の
子が本当にドライバー志
望なの？」と驚きましたが、
とても熱心に話を聞いてく
れて、面接に来てくれる
ことになりました。面接で
は、ちょうど新車のトラク
タヘッドが納車されたばかりで、体験乗車に大喜びしてくれた小
野さん。彼女の採用を前に、女性専用の更衣室・トイレを整備
するなど、入社を心待ちにしていました。入社後、研修を始め
てみると仕事の覚えも早く、１か月ほどで指導担当者が「いつひ
とりで路上に出してもいい」と太鼓判を押すようなセンスの持ち
主。社員みんなに可愛がられる、妹のような存在です。
 （共立運輸㈱　人事・採用担当　田口郁恵さん）

小野さん（左）と田口さん（右）

小野さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

鎌倉 隆浩
代表取締役常務

共立運輸 株式会社
［代表取締役社長　堀　泰幸］

本社所在地� 北海道苫小牧市あけぼの町 2-2 -17
資本金� 1,000 万円
設立� 昭和 36 年
従業員数� 45 人（ドライバー33 人、うち女性１人）
車両数� 35 台

女性採用で「雇用の多様化」と
「社内コミュニケーションの活性化」を実現 ！

鎌倉常務に
訊く！

　無人トレーラを利用したフェリー・RORO船輸送が増加する中、ここ苫小牧では、
トレーラドライバーの確保が急務となっています。当社ではモーダルシフトや中継輸
送を実施しており、昨年からは未経験者採用・退職自衛官採用を進め、20 代・
30 代の若いドライバーを活用するとともに、60 代のドライバーには、コンテナヤード
構内のみで運転を行う仕事を担当してもらい、女性ドライバーにはウイング車でリフ
ト荷役の荷物を配車するなど、ドライバーの特性にあわせた適材適所な「多様性の人材活用」
を行っています。
　最近の人材採用に一役買っているのが、昨年立ち上げたHPとfacebook ページです。内
容を社内で検討し、「ドライバーの顔が
見え、風通しのよい社風が伝わるHP」
を目指し、写真や動画にも力を入れてい
ます。

　小野が入社してから、社内の雰囲気はガラリと変わりました。「彼女
をサポートしてあげなくてはいけない」という気持ちからか、ドライバー
たちの中に一体感が生まれ、ドライバー間の声掛けも増えて、社内の
コミュニケーションが格段に向上しました。今後も、小野の意見を取り
入れながら、女性ドライバーを増やしていく方針です。

小
お の

野 香
か お り

織さん

　この日の小
野さんの積
荷は、巻き取
り紙９本。３
本を１セットに
し、荷主のクランプリフト作業者とともに、荷台の３か所
（前方・中央・後方）へ、バランスよく、かつスピーデ
ィーに配置していく。　
　まず、積荷が汚れないよう荷台にシートを敷き詰め、
養生テープで固定。
　次に、クランプリフトで運ばれてきたロール紙を、置
き位置を話し合ったり微調整したりしながら積んでいく。
　１本目を積んだ後は、次の巻き取り紙の配置を考え、
板状の緩衝材を持って待機する。

　２本目を載せたクランプリ
フトが到着すると、２本目を
荷台に置くと同時に緩衝
材を挟み込む。
　同様に３本目の積み込み
時も、緩衝材をあてがいな
がら配置（写真Ａ）し、３
本１セットを積み終わるとラ
ッシングベルトで固定（写
真Ｂ）。
　このように、積み込み本
数が少なかったり、巻き取

close-up! スタッフ同士の見事な連携が光る、巻き取り紙の積み込み作業！
り紙が細かったりする場合
は、トレーラ内で倒れるこ
とがないよう、しっかり締
め上げて固定する（写真Ｃ）。
　２セット目は、荷台の中
央に配置する必要があるた
め、クランプリフト作業者と
連携し、特に綿密に置き場
所を調整しながら、緩衝材
を絶妙なタイミングで挟み
込んでいく。
　３セット目を荷台後方に
積み終えたら、あおりを上げ、ウイングを下げて作業完
了（写真Ｄ）。
　小野さんとクランプリフト作業者による抜群の連係プ
レイで、所要積み込み時間は２０分足らずだった。

　こちら
は、別日
の 積 み
込みの様
子。
　小野さんが入庫（写真Ｅ）
し、巻き取り紙１３本の積
み込みを行う。伝票を工場
のスタッフに手渡してから
（写真Ｆ）、小野さん、クラ
ンプリフト作業者２人の計３
人で作業スタート。
　巻き取り紙は、２台のク
ランプリフトにより、荷台前
方から後方へ、背の高いも
の→低いものの順で、左
右交互に運ばれてくる。
　板状の緩衝材を挟み込
み、脇には棒状の緩衝材
を置きながら（写真Ｇ）、あ
っという間の１０分弱で積
み込みが完了。
　最後に、工場スタッフと
ともに積荷の確認を行い、
あおりを上げてウイングを
閉め、送り状をトレーラ最
前部のボックスの中にしま
い（写真Ｈ）、輪止めを外
して出発。

▶積荷が９本の場合

▶積荷が13本の場合

2017年11月30日 16:45
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日
生
運
輸
㈱
は
︑
ア
ル
ミ

建
材
や
合
板
︑
耐
火
耐
熱
製

品
等
の
長
距
離
輸
送
な
ど
を

行
っ
て
い
る
運
送
会
社
で
あ

る
︒

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
健

康
職
場
づ
く
り
が
始
ま
っ
た

の
は
︑
多
知
社
長
が
異
業
種

か
ら
同
社
に
入
社
し
た
平
成

25
年
の
こ
と
で
あ
る
（
社
長

就
任
は
翌
26
年
）︒
同
社
の

ド
ラ
イ
バ
ー
（
33
人
）
の
う

ち
︑
長
距
離
輸
送
を
担
当
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
25
人
い
る

が
︑
特
に
長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
の
平
均
年
齢
が
上
昇
し
て

き
て
い
た
︒
同
社
の
全
ド
ラ

イ
バ
ー
の
平
均
年
齢
を
み
て

も
約
52
歳
と
比
較
的
高
く
︑

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
に
限
定

す
る
と
60
歳
以
上
の
比
率
は

12
％
に
な
る
と
い
う
︒
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
︑
体

力
の
衰
え
と
と
も
に
病
を
患

う
よ
う
な
人
も
出
て
く
る
だ

ろ
う
︒
そ
の
た
め
に
仕
事
を

何
日
も
休
む
よ
う
な
こ
と
に

な
る
と
︑
会
社
と
し
て
は
売

上
減
に
直
結
し
て
し
ま
う
︒

ま
た
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
︑
病
が
も
と
と
な
る
よ
う

な
健
康
起
因
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
︑
同

社
の
経
営
に
非
常
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
︒

　

一
方
で
︑
若
い
人
材
を
採

用
し
よ
う
と
し
て
も
︑
過
疎

が
進
み
つ
つ
あ
る
能
登
半
島

で
は
︑
そ
も
そ
も
若
者
自
体

が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
︑
若
い
ド
ラ

イ
バ
ー
の
獲
得
に
苦
労
し
て

い
た
︒

　

同
社
で
は
︑
若
い
人
材
の

採
用
に
向
け
た
企
業
努
力
を

継
続
す
る
一
方
で
︑
高
齢
化

が
進
む
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
︑
健
康
を
維
持

し
︑
少
し
で
も
長
く
働
い
て

も
ら
う
た
め
に
︑
社
内
で
で

き
る
対
策
と
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
管
理
に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
し
た
︒

　
﹁
運
送
会
社
が
事
業
を
継

続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
︑

安
全
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
を
管
理
す
る
こ
と
で
︑

不
健
康
な
状
態
か
ら
発
生
す

る
リ
ス
ク
を
避
け
る
こ
と
も

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
す
︒
ま
ず
は
︑
小
さ

い
こ
と
で
も
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
︒
０
（
何
も
や
ら

な
い
）
よ
り
は
︑
１
（
少
し

で
も
や
る
）
の
方
が
い
い
に

決
ま
っ
て
い
ま
す
︒
何
も
対

策
を
せ
ず
に
い
る
と
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
行
し
︑
０
ど
こ
ろ
か
マ
イ

ナ
ス
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒

安
全
教
育
と
同
じ
よ
う
に
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
へ

の
取
り
組
み
は
︑
事
業
継
続

に
向
け
て
の
運
送
会
社
の
責

務
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
﹂（
多
知
社
長
）

腰
痛
予
防
の
た
め
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
配
布
し
︑
腰
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
の
取
り
組
み

と
し
て
出
色
な
の
は
︑
社
内

に
備
え
ら
れ
て
い
る
﹁
飲
料

自
動
販
売
機
へ
の
総
カ
ロ
リ

ー
量
表
示
﹂
で
あ
る
︒

　

い
ま
で
は
飲
料
の
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
の
栄
養
成
分

表
示
が
定
着
し
て
い
る
が
︑

実
は
そ
の
表
示
の
多
く
は﹁
１

０
０
㍉
㍑
当
た
り
﹂
の
数
値

と
な
っ
て
い
る
︒
例
え
ば
︑﹁
コ

カ
・
コ
ー
ラ
﹂
の
場
合
︑
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
は
﹁
エ

ネ
ル
ギ
ー
＝
45
㌔
㌍
﹂
と
い

う
記
載
が
あ
る
︒
こ
れ
は
コ

カ
・
コ
ー
ラ
１
０
０
㍉
㍑
を

飲
ん
だ
時
に
得
ら
れ
る
カ
ロ

リ
ー
量
で
あ
り
︑
３
５
０
㍉

㍑
の
缶
１
本
や
５
０
０
㍉
㍑

入
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本

を
飲
み
切
っ
た
際
の
総
カ
ロ

リ
ー
量
で
は
な
い
︒
主
な
日

本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
㈱
製
品
の

１
本
当
た
り
の
総
カ
ロ
リ
ー

量
を
表
１
に
示
す
が
︑
５
０

０
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

例
に
す
る
と
︑
コ
カ
・
コ
ー

ラ
を
１
本
飲
み
切
っ
た
時
の

総
カ
ロ
リ
ー
量
は
２
２
５
㌔

㌍
に
達
す
る
︒
こ
れ
は
︑
ご

飯
１
膳
分
（
１
４
０
㌘
）
の

カ
ロ
リ
ー
量（
２
３
５
㌔
㌍
）

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
だ
︒
ま
た
︑

同
程
度
の
カ
ロ
リ
ー
を
消
費

し
よ
う
と
す
る
と
︑
表
２
で

示
す
よ
う
に
︑
テ
ニ
ス
を
30

分
間
行
う
ほ
ど
の
運
動
量
が

必
要
だ
（
２
２
１
㌔
㌍
）︒
こ

れ
が
︑
コ
カ
・
コ
ー
ラ
で
は

な
く﹁
コ
カ
・
コ
ー
ラ 

ゼ
ロ
﹂

（
１
０
０
㍉
㍑
当
た
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
＝
０
㌔
㌍
）
を
選

ん
だ
場
合
に
は
︑
５
０
０
㍉

㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
を

飲
み
切
っ
て
も
総
カ
ロ
リ
ー

量
は
０
㌔
㌍
と
な
る
︒

　

同
社
で
は
︑
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る

１
０
０
㍉
㍑
当
た
り
の
カ
ロ

リ
ー
量
と
︑
そ
の
自
動
販
売

機
で
販
売
さ
れ
て
い
る
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
内
容
量
を

も
と
に
︑
１
本
当
た
り
の
総

カ
ロ
リ
ー
量
を
計
算
し
︑
自

動
販
売
機
に
掲
出
︒
１
本
ご

と
の
総
カ
ロ
リ
ー
量
を
明
示

し
た
こ
と
で
︑﹁
こ
の
飲
料
を

飲
み
切
っ
た
場
合
に
得
ら
れ

る
総
カ
ロ
リ
ー
量
﹂
が
簡
単

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
健
康
職
場
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
み
て
い
く
︒

　

ま
ず
︑
３
年
前
か
ら
年
１

回
（
６
月
）︑
栄
養
士
や
保

健
師
︑
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
外
部
講
師
を
招
き
︑

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の

﹁
健
康
管
理
講
座
﹂
を
実
施

し
て
い
る
︒
開
始
し
た
当
初

は
︑
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

の
と
り
方
や
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
制
作
し
た
﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

管
理
手
帳
﹂（
同
手
帳
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
の
内
容

を
も
と
に
し
た
教
育
な
ど
︑

座
学
が
中
心
だ
っ
た
︒
さ
ら

に
︑
28
年
か
ら
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
の
実
演
を
取
り
入
れ

た
︒
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
︑

日
頃
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
筋

肉
を
伸
ば
す
こ
と
で
血
行
を

良
く
す
る
ほ
か
︑
脂
肪
を
燃

焼
し
た
り
老
廃
物
の
代
謝
を

促
す
効
果
が
あ
る
︒
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
を
行
う
こ
と
で
疲

れ
が
取
れ
や
す
く
な
り
︑
腰

痛
予
防
に
も
役
立
つ
こ
と
か

ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
間
で
も

好
評
だ
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
社
内
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
を
設
置
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
疲
労
軽
減
を
図
っ
て
い

る
ほ
か
︑
従
業
員
に
日
々
の

健
康
状
態
を
把
握
し
て
も
ら

う
た
め
に
血
圧
計
を
備
え
て

い
る
︒希
望
者
に
対
し
て
は
︑

に
分
か
る
と
と
も
に
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
従
業
員
が
自
分
に
相

応
し
い
カ
ロ
リ
ー
量
の
飲
料

を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
︑
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過

❖
進
む
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化

健
康
を
保
ち
「
長
く
働
い
て
も
ら
い
た
い
」

❖「
健
康
管
理
講
座
」
に
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
導
入

自
覚
を
促
す
「
飲
料
の
総
カ
ロ
リ
ー
量
掲
出
」

❖
従
業
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
充
実
化

年
２
回
の
健
康
診
断
受
診
率
が
１
０
０
％
に

多知 勇世
代表取締役社長

＜コレノリグループ＞
日生運輸株式会社

会社所在地� 石川県鹿島郡
� 中能登町良川く１番地
資本金� 2,000 万円
設　立� 昭和４６年１１月２日
従業員数� 40 人（うちドライバー33 人）
車両数� 36 台

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
貨
物
運
送
事
業

者
（
調
査
対
象
６
６
６
者
）
の
う
ち
︑

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
運
転
者
に

受
診
さ
せ
て
い
る
事
業
者
は
16
％
に

と
ど
ま
っ
た
（
図
１
）︒
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
の
結
果
︑﹁
要
精
密
検
査
﹂

と
診
断
さ
れ
た
運
転
者
の
割
合
は
︑

﹁
０
～
10
％
﹂
と
し
た
回
答
が
67
％

と
最
も
多
か
っ
た
も
の
の
︑﹁
11
～
30

％
﹂
と
回
答
し
た
事
業
者
も
22
％
み

ら
れ
た
（
図
２
）︒

　

事
故
が
発
生
し
て
か
ら
初
め
て
運

転
者
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
発
覚
す
る
ケ
ー
ス

が
い
ま
だ
に
後
を
絶
た
ず
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
実
施
は
決

し
て
浸
透
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
︒

運
送
事
業
者
に
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
行
っ
て
い
る
検
査
助
成
制

度
を
活
用
す
る
な
ど
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
実
施
と
︑
Ｓ
Ａ

Ｓ
の
適
切
な
治
療
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局
で
は
こ
の

ほ
ど
︑﹁
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
等
に

関
す
る
実
態
調
査
﹂
結
果
を
公
表
し

た
︒

図１　SASスクリーニング検査の受診状況について

受診させている
（16％）

受診させていない

（84％）

図２　SASスクリーニング検査の結果、
　　　「要精密検査」と診断された運転者の割合

71～100％
（2％）

51～70％
（2％）

31～50％
（7％）

0～10％
（67％）

11～30％
（22％）

ぎ
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
こ
れ
は
私
の
思
い
付
き
か

ら
始
め
た
取
り
組
み
で
す
︒

た
ま
た
ま
自
動
販
売
機
の
飲

料
メ
ー
カ
ー
を
変
更
す
る
機

会
が
あ
り
︑
そ
の
時
に
飲
料

メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
に
相
談

し
︑
表
示
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
︒
飲
み
物
を
選
ぶ
際
に
︑

総
カ
ロ
リ
ー
量
の
少
な
い
も

の
を
選
ぶ
ド
ラ
イ
バ
ー
も
増

え
て
お
り
︑
健
康
へ
の
い
い

意
識
付
け
に
も
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
︒こ
の
よ
う
に
︑

﹃
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
付
き
﹄

が
健
康
に
良
い
効
果
を
生
む

よ
う
な
こ
と
は
︑
案
外
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
﹂（
同
）

し
て
は
多
知
社
長
が
受
診
を

指
示
す
る
ほ
か
︑
治
療
の
経

過
に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
当

該
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
話
を
聞

く
な
ど
し
て
︑
検
査
や
治
療

が
滞
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
い
る
︒
各
ド

ラ
イ
バ
ー
の
記
録
は
現
段
階

で
３
年
分
蓄
積
さ
れ
て
お
り
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

ど
う
い
っ
た
持
病
を
抱
え
て

い
る
の
か
︑
ま
た
過
去
に
ど

の
よ
う
な
病
気
を
患
い
︑
ど

う
い
っ
た
方
法
で
改
善
さ
せ

て
い
っ
た
の
か
が
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
私
は
︑
こ
れ
ま
で
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
︒
し
か
し
︑

業
界
の
慣
習
を
知
ら
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
︑
自
分
で
様
々

な
こ
と
を
学
び
︑
新
し
い
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
健
診

記
録
に
つ
い
て
も
︑﹃
ど
う
す

れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
状

態
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
﹄
と
自
分
で
考
え
た

結
果
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ

と
り
の
記
録
を
付
け
て
そ
れ

を
活
用
す
る
と
い
う
方
法
を

思
い
つ
き
︑
始
め
ま
し
た
︒

記
録
を
残
し
て
い
く
こ
と
で
︑

会
社
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
対
応
や
治
療
の
経
緯
が
分

か
り
ま
す
︒
ま
た
︑
記
録
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
的
確
に

治
療
の
推
奨
・
指
示
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒
か
つ
て
は
全
員
に

健
診
を
受
診
さ
せ
る
の
に
も

苦
労
し
ま
し
た
が
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
で
︑

健
診
の
１
０
０
％
受
診
を
達

成
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
も
ド
ラ
イ
バ
ー

全
員
に
受
け
さ
せ
︑
精
密
検

査
が
必
要
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
は
︑
費
用
の
半
額
を

会
社
が
負
担
し
て
受
診
さ
せ

て
い
る
︒
要
治
療
者
に
対
し

て
は
治
療
を
受
け
さ
せ
る
と

と
も
に
︑
診
断
レ
ポ
ー
ト
を

会
社
に
提
出
さ
せ
︑
治
療
が

継
続
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
て
い
る
︒さ
ら
に
︑

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
全
額
を
会
社
負
担
と

す
る
な
ど
︑
健
康
へ
の
投
資

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
︑﹁
以
前
に
比
べ
︑

健
康
に
関
心
を
示
す
ド
ラ
イ

バ
ー
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
﹂
と
語
る
多
知
社

長
︒
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
︑
現
在
実
施
し
て
い

る
取
り
組
み
を
よ
り
深
度
化

さ
せ
て
い
く
と
い
う
︒

　
﹁
全
て
の
従
業
員
が
健
康

な
状
態
で
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
が
︑
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ

の
利
益
に
繋
が
り
︑
そ
し
て

家
族
の
利
益
や
お
客
様
の
利

益
︑
さ
ら
に
は
会
社
の
利
益

に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
︒
今

後
は
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
精
密
検
査

費
用
を
全
額
会
社
負
担
と
す

る
な
ど
︑
健
康
投
資
増
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
︒
ま
た
︑
検
査
結
果
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
方
法
に
も
︑

よ
り
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
く

る
と
思
い
ま
す
︒
い
ず
れ
に

し
て
も
︑
全
て
の
運
送
会
社

に
と
っ
て
健
康
投
資
は
無
視

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
き

ま
し
た
︒
従
業
員
の
健
康
づ

く
り
に
対
し
て
︑
運
送
事
業

者
が
自
発
的
・
積
極
的
に
取

り
組
む
時
代
に
突
入
し
て
い

ま
す
︒
当
社
と
し
て
も
︑
今

後
も
﹃
健
康
職
場
づ
く
り
﹄

を
よ
り
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
日
生
運
輸
㈱ 

多
知
勇
世
代
表
取
締
役
社
長

　

さ
て
︑
同
社
で
は
春
と
秋

の
年
２
回
︑
従
業
員
に
健
康

診
断
を
受
診
さ
せ
て
い
る
︒

春
は
近
隣
の
開
業
医
で
受
診

さ
せ
︑
秋
に
は
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
総
合
病
院
で
精
密

検
査
を
受
け
さ
せ
て
い
る
︒

か
つ
て
は
健
診
受
診
を
渋
る

ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な
く
な
か

っ
た
そ
う
だ
が
︑
現
在
で
は

健
診
受
診
率
が
１
０
０
％
に

達
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
精
密
検
査
や

治
療
が
必
要
な
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
も

充
実
さ
せ
て
い
る
︒
健
診
が

終
了
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人

ひ
と
り
の
健
診
結
果
が
会
社

に
届
け
ら
れ
た
段
階
で
︑
多

知
社
長
が
各
個
人
の
所
見
の

概
要
を
記
録
と
し
て
残
す
と

と
も
に
︑
精
密
検
査
や
治
療

が
必
要
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
面
談
を
行
い
︑
検
査

や
治
療
を
推
奨
す
る
︒
会
社

と
し
て
の
社
員
へ
の
対
応
状

況
も
記
録
に
残
し
︑
受
診
を

怠
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

表１ 主な日本コカ・コーラ㈱製品の
100ml当たりのカロリー量と1本当たりの総カロリー量

製品名 100ml当たりの
カロリー量

内容量
（例）

1 本当たりの
総カロリー量

コカ・コーラ 45kcal 500ml 225kcal
コカ・コーラ ゼロ 0kcal 500ml 0kcal

アクエリアス 19kcal 500ml 95kcal
ファンタオレンジ 46kcal 500ml 230kcal

ジョージア エメラルド
マウンテンブレンド 35kcal 210ml 73.5kcal

紅茶花伝 ホットな
ロイヤルミルクティー 36kcal 350ml 126kcal

爽健美茶 0kcal 525ml 0kcal

表２ 消費カロリー早見表（体重60kgの人の場合）

行動 1回当たりの時間
（分）

消費エネルギー量
(kcal)

階段の昇り降り 2 9
デスクワーク 60 113

会議（座って） 60 95
ジョギング 20 147

テニス 30 221
野球 30 158

サッカー 45 331
水泳（クロール） 10 84

出典：㈱タニタホームページ
※記録値は一般的な値であり、消費エネルギー量には個人差がある

国
交
省「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
等
に
関
す
る
実
態
調
査
」

Ｓ
Ａ
Ｓ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
受
診
率
16
％
に
と
ど
ま
る

「健康管理講座」では、外部からインストラクターを招いてのストレッチ体操の実演を取り入れた

社内にマッサージ器を設置してドライバーの疲労軽減を図る

日々の健康状態を把握してもらうために、社内に血圧計を備えた

社内の飲料自動販売機（写真㊦）には飲
料の種類ごとに１本当たりの総カロリー量
を明示している（写真㊤）。左（225キロカ
ロリー）が「コカ・コーラ」、右（0キロカロ
リー）が「コカ・コーラ ゼロ」。

第
５
回  

日
生
運
輸
株
式
会
社
（
石
川
県
中
能
登
町
）

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業
を
継

続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重
要
な
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
ま

す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
労
働
者
の
健
康
を

巡
る
状
況
を
み
る
と
︑
近
年
我
が
国
に

お
い
て
過
労
死
等
が
多
発
し
て
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
な
ど
︑
職
場

に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過

重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
︑

我
が
国
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職
場

づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
︒
今
回
は
︑
石
川
県
中
能

登
町
の
日
生
運
輸
株
式
会
社
（
多
知
勇

世
代
表
取
締
役
社
長
）
に
お
け
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

自
発
的・
積
極
的
に「
健
康
投
資
」
を
行
う
時
代
へ

社
長
の
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
で
健
康
へ
の
取
り
組
み
を
加
速

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問
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食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第10回］

干支（えと）人形作り…「途中からパンダに変更…!?」

119「
滋
味
の
ふ
る
さ
と
⑦
」 

お
多
福
は
お
好
み
焼
き
ソ
ー
ス

　

女
性
の
魅
力
は
第
一
に
愛

嬌
︒
た
と
え
ば
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
や
Ｓ
Ａ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
に
置
か
れ
た
お
多
福
人
形

は
羽
織
姿
で
か
し
こ
ま
り
︑

疲
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
明
る

く
微
笑
み
か
け
る
︒

　

お
多
福
は
不
美
人
と
さ
れ

る
け
れ
ど
︑
美
の
基
準
は
時

代
に
よ
っ
て
変
遷
す
る
も
の

だ
︒
国
宝﹃
源
氏
物
語
絵
巻
﹄

に
描
か
れ
て
い
る
女
性
た
ち

は
当
時
の
美
女
代
表
の
は
ず

だ
が
︑
全
員
が
見
事
な
お
多

福
顔
で
あ
る
︒
か
つ
て
は
お

多
福
は
美
女
だ
っ
た
の
だ
！

　

そ
の
う
え
︑
お
多
福
の
笑

顔
は
︑
名
前
ど
お
り
に
人
間

と
し
て
の
福
徳
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
︒

　

そ
れ
で
︑
広
島
市
の
オ
タ

フ
ク
ソ
ー
ス
㈱
は
お
多
福
を

明
で
賢
い
（
広
い
額
）︒

　

こ
れ
ら
が
す
べ
て
そ
ろ
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
︑
お
多
福

は
す
ば
ら
し
い﹁
心
の
美
人
﹂

だ
︒
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
発
想
の
女

性
は
︑
男
性
に
は
美
し
く
好

も
し
く
見
え
る
も
の
だ
し
︑

伴
侶
を
盛
り
立
て
る﹁
福
女
﹂

で
も
あ
る
︒

　

そ
ん
な
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス

の
メ
イ
ン
商
品
は
︑
ご
存
じ

愛
嬌
が
あ
っ
て
︑
舌
を
和
ま

せ
て
く
れ
る
︒

　

お
好
み
焼
き
屋
で
食
べ
る

ば
か
り
で
な
く
︑
オ
タ
フ
ク

ソ
ー
ス
を
自
宅
に
常
備
し
て

お
け
ば
︑
小
腹
満
た
し
に
簡

単
に
焼
け
る
し
︑
冷
蔵
庫
の

残
り
物
で
つ
く
る
﹁
始
末
お

好
み
焼
き
﹂
だ
っ
て
一
段
お

い
し
く
で
き
あ
が
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

理
想
と
し
て
社
名
に
し
︑
そ

の
福
徳
を
社
訓
に
し
て
い
る
︒

　

社
訓
に
い
わ
く
│
│
一
つ
︑

い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

（
細
い
目
）︒
二
つ
︑
謙
虚

な
姿
勢
（
低
い
鼻
）︒
三
つ
︑

控
え
め
で
無
駄
口
を
言
わ
な

い
（
小
さ
な
口
）︒
四
つ
︑
聞

く
耳
を
も
つ
（
大
き
な
耳
）︒

五
つ
︑心
身
と
も
に
健
康
（
ふ

く
よ
か
な
頬
）︒
六
つ
︑
聡

の
と
お
り
︑
お
好
み
焼
き
専

用
の
ソ
ー
ス
︒
ウ
ス
タ
ー
ソ

ー
ス
の
系
統
で
︑
野
菜
・
果

実
に
約
20
種
類
の
香
辛
料
を

合
わ
せ
た
う
え
︑デ
ー
ツ
（
ナ

ツ
メ
ヤ
シ
）
の
と
ろ
り
ん
と

し
た
甘
さ
を
利
か
せ
て
い
る
︒

と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
以
上
に
ど

ろ
り
と
濃
く
て
大
甘
で
︑
コ

ク
が
あ
っ
て
︑
そ
れ
で
い
て
さ

っ
ぱ
り
味
︒
お
多
福
同
様
に

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜徐行・一時停止編〜
 【解 答】３面に問題

❶ ○（法第9条）車両は、歩行者用道路
を許可を受けて通行するときは、特に歩
行者に注意して徐行しなければならな
いと定められている。この場合、歩行者
がいなくても徐行しなければならない。 
❷ ×（法第36条第2項）車両等は、交
差道路が優先道路であるときは、当該交
差道路を通行する車両等の進行妨害を
してはならないと定められており、一時
停止までは義務づけていない。
❸ ×（法第71条第3号）道路の左側部
分に設けられた安全地帯の側方を通過
する場合において、当該安全地帯に歩行
者がいるときは徐行することと定められ

ており、歩行者がいない場合は徐行の義
務はない。
❹ ○（法第17条第2項）車両は、歩道
等に入る直前で一時停止し、かつ、歩行
者の通行を妨げないようにしなければ
ならないと定められており、歩行者がい
なくても一時停止の義務がある。
❺ ×（法第31条）路面電車に乗降する
者がいない場合において当該路面電車
の左側に当該路面電車から1.5メートル
以上の間隔を保つことができるときは、
徐行して当該路面電車の左側を通過す
ることができると定められており、徐行が
義務づけられている。

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 食　堂  １２月 ３０日（土） ２2：００ 〜 １月２日（火） １０：００
苫 小 牧  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 食　堂  １２月 ３０日（土） ２１：００ 〜 １月２日（火） １０：００
青 森  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ８：３０
盛 岡  １２月 ２９日（金） １４：００ 〜 １月５日（金） ８：００ 食　堂  １２月 ２９日（金） １４：００ 〜 １月５日（金） ８：００

仙 台  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月５日（金） ９：００ 食　堂
シャワー

 １２月 ２８日（木） １８：００ 〜 １月４日（木） ８：００
 １２月 ２８日（木） １６：３０ 〜 １月５日（金） ９：００

白 河 の 関  １２月 ２８日（木） １７：３０ 〜 １月４日（木） ８：３０ コインシャワー・
コインランドリー・休憩室  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００

茨 城  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 平常通り営業

矢 板  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月５日（金） ９：００ 食堂・休憩室
仮設シャワー・コインランドリー

 １２月 ２８日（木） ２２：００ 〜 １月５日（金） １１：００
 １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月５日（金） １０：００

大 宮  １２月 ２８日（木） ２０：００ 〜 １月４日（木） ８：００ 平常通り営業
東 神  １２月 ３０日（土） 　９：００ 〜 １月３日（水）１７：００
新 潟  １２月 ２９日（金） １９：００ 〜 １月５日（金） ８：００ シャワー  １２月 ２９日（金） １８：３０ 〜 １月５日（金） ８：００
金 沢  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月５日（金） ９：００ 平常通り営業（24 時間営業）

浜 松  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 食堂 ･ 売店
浴室・宿泊・仮眠

 １２月 ２９日（金） １４：００ 〜 １月４日（木） ６：００
 １２月 ２９日（金） １０：００ 〜 １月４日（木） １２：００

安 城  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月９日（火） ９：００  １２月 ３０日（土） １７：３０ 〜 １月４日（木） １０：００

名 古 屋  １２月 ２８日（木） ２０：００ 〜 １月５日（金） ８：００ 食　堂
宿泊・入浴

 １２月 ２８日（木） １４：００ 〜 １月５日（金） ７：００
 １２月 ２９日（金） ９：００ 〜 １月５日（金）１０：００

亀 山  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００
食　堂
売　店

浴室・宿泊・仮眠

 １２月 ２９日（金） １４：００ 〜 １月４日（木） ７：００
 １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月４日（木） ７：００
 １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月４日（木） １０：００

彦 根  １２月 ２８日（木） １４：００ 〜 １月９日（火） ９：００ 食堂・宿泊・浴室  １２月 ２８日（木） １４：００ 〜 １月９日（火） ８：００
大 阪  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 平常通り営業（24 時間営業）
奈 良 ・ 針  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 休憩室・コインシャワー・

コインランドリー  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００

岡 山  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月５日（金） ８：００ 食　堂  １２月 ２９日（金） １９：００ 〜 １月４日（木） １０：００
◎短縮営業　１月４日（木）１０：００〜１３：３０

尾 道  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月５日（金） ８：３０
 １月   ５日（金） １７：００ 〜 １月９日（火） ８：３０

シャワー・トイレ・洗濯機

コンビニ

 １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月５日（金） ８：３０
 １月    ５日（金） １７：００ 〜 １月９日（火） ８：３０

平常通り営業（24 時間営業）
三 次  １２月 ２８日（木） １４：００ 〜 １月５日（金） ７：００ 食堂・浴室  １２月 ２８日（木） １４：００ 〜 １月５日（金） ７：００

北 九 州  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月５日（金） ９：００ 休憩室
トイレ・シャワー・ランドリー

 １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月５日（金） ９：００
平常通り営業（２４時間営業）

鳥 栖  １２月 ２９日（金） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 食堂・宿泊・
入浴

 １月    １日（月） １0：００ 〜 １月２日（火） １１：００
◎短縮営業　１２月２９日（金）、３０日（土）１０：００〜２２：００

１２月３１日（日）１０：００〜１５：００
１月２日（火）、３日（水）１１：００〜１５：００
１月４日（木）、５日（金）１０：００〜２２：００

諫 早  １２月 ２８日（木） ２０：００ 〜 １月８日（月） １０：００
食　堂
宿　泊
浴　室

 １２月 ２８日（木） １４：３０ 〜 １月８日（月） １０：００
 １２月 ２８日（木） １０：００ 〜 １月８日（月） １５：００
 １２月 ２８日（木） ２０：００ 〜 １月８日（月） １２：００

大 分  １２月 ２８日（木） １８：００ 〜 １月４日（木） １０：００  １２月 ２８日（木） １８：００ 〜 １月４日（木） １０：００
宮 崎  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００ 休憩室・シャワー  １２月 ２８日（木） １７：００ 〜 １月４日（木） ９：００
鹿 児 島  １２月 ２８日（木） １７：３０ 〜 １月４日（木） ８：３０ コインシャワー  １２月 ２８日（木） １７：３０ 〜 １月４日（木） ８：３０

（公財）貨物自動車運送事業振興センター （平成29年11月27日現在）

TS名 給油所
尾 道  １２月 ３１日 （日）２１：００ 〜 １月３日 （水） ６：００
三 次  １２月 ２９日 （金） ２０：００ 〜 １月４日 （木） ７：００

北 九 州

◎短縮営業
１２月３１日（日）２１：００〜１月 １日（月）８：００
１月  １日（月）２０：００〜１月 ２日（火）８：００
１月  ２日（火）２０：００〜１月 ３日（水）８：００
１月  ３日（水）２０：００〜１月 ４日（木）８：００

大 分 休業中

⇨�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しま
した。お持ちの携帯電話・スマートフォンのバーコー
ドリーダーを右のQRコードにかざしてください。

※詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。

▷変更の際は随時全日本トラック協会のホームページにてお知らせします。

TS名 給油所
青 森  １２月 ３１日 （日） １２：００ 〜 １月４日 （木） ８：００
大 宮 平常通り営業

新 潟

 １２月 ３１日 （日） １７：３０ 〜 １月４日 （木） ７：００
　◎短縮営業

１２月３０日（土）７：００〜１９：００
１２月３１日（日）８：３０〜１７：３０

金 沢

 １月 １日 （月） 　８：００ 〜 １月２日 （火）１９：００
　◎短縮営業

１２月２９日（金）７：００〜１９：００
１２月３０日（土）８：００〜１９：００
１２月３１日（日）、１月３日（水）　８：００〜１７：００
１月４日（木）〜６日（土）　８：００〜１９：００

岡 山  １２月 ３０日 （土） １８：００ 〜 １月４日 （木） ７：００

TS 年 ◇ 末 ◇ 年 ◇ 始 ◇ 休 ◇ 業 ◇ 案 ◇ 内
（平成29 〜 30年）

トラックステーション全国28か所に
設置されたTS
安全運行のお手伝い

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
は
︑
大
規
模
改

修
工
事
の
た
め
︑
既
存
施
設

で
の
営
業
を
12
月
４
日
㈪
ま
で

で
終
了
し
︑
12
月
５
日
㈫
以

降
当
面
の
間
は
仮
設
施
設
で

の
営
業
を
行
う
︒
営
業
時
間

は
次
の
通
り
︒

▼
仮
設
シ
ャ
ワ
ー
（
男
性
の

み
）
：
10
時
～
17
時
（
定
休

日
＝
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
）

▼
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
：
７

時
～
21
時（
定
休
日
＝
日
曜
）

※
食
堂
・
休
憩
室
は
平
常
通
り

（
７
時
～
22
時
）
営
業

　

ま
た
︑
12
月
９
日
㈯
は
全

館
臨
時
休
業
日
と
な
る
︒

改
修
工
事
期
間
お
よ
び
全
館

臨
時
休
業
日
の
お
知
ら
せ

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

諫早TS
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▼
ア
ッ
プ
ル

の
創
業
者
︑

米
国
の
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
ジ

ョ
ブ
ズ
が
絶
賛
し
た
と
云
わ
れ
る
吉

田
兼
好
の
﹁
徒
然
草
﹂︒
今
か
ら
遡

る
こ
と
約
７
０
０
年
前
に
︑﹁
人
生

論
︑
友
情
論
︑
失
敗
談
﹂
な
ど
︑
心

の
機
微
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描

い
た
︑
日
本
を
代
表
す
る
随
筆
で

す
︒
▼
私
は
︑
こ
の
随
筆
を
丁
寧
に

読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
︒
何
気
無
く
東
京
・
上
野
駅
構
内

の
書
店
で
手
に
取
っ
た
現
代
版
﹁
徒

然
草
﹂
に
は
見
事
に
嵌
ま
り
ま
し

た
︒
人
間
関
係
︑
慣
習
対
応
︑
時
代

背
景
へ
の
心
得
は
︑
読
む
者
を
飽
き

さ
せ
ず
一
気
に
読
破
し
て
し
ま
い
ま

し
た
︒﹁
読
み
手
を
引
き
込
む
コ
ツ

は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
﹂
と
︑小
説
・

随
筆
を
読
む
た
び
に
首
を
捻
り
ま

す
︒
▼
書
き
手
の
引
き
出
し
が
宇
宙

の
よ
う
に
無
限
大
で
︑
有
り
余
る
能

力
が
自
然
と
文
章
を
書
か
せ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
︒
人
知
れ
ず
森
の
中

で
こ
ん
こ
ん
と
涌
き
出
る
泉
の
よ
う

に
︒
▼
東
京
・
丸
の
内
に
あ
る
﹁
相

田
み
つ
を
美
術
館
﹂
に
は
︑
多
数
の

老
若
男
女
が
訪
れ
ま
す
︒
飾
ら
ず
あ

り
の
ま
ま
の
言
葉
を
︑
簡
潔
な
一
遍

の
詩
に
託
し
た
相
田
の
心
情
に
︑
来

場
者
は
琴
線
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
の
で

す
︒
代
表
作
は
︑
有
名
な
﹁
し
あ
わ

せ
は
い
つ
も
じ
ぶ
ん
の
こ
こ
ろ
が
き

め
る
﹂
で
す
が
︑
至
極
当
然
の
思
い

が
淡
々
と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
︒
▼
思

え
ば
︑﹁
徒
然
草
﹂
は
市
井
の
人
々

の
声
を
掬
い
上
げ
た
人
間
模
様
が
根

底
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
︒﹁
何

が
面
白
い
か
﹂
と
聞
か
れ
れ
ば
︑
そ

れ
は
間
違
い
な
く
生
身
の
人
間
が
織

り
成
す
オ
ム
ニ
バ
ス
そ
の
も
の
で

す
︒﹁
十
人
十
色
﹂︑
全
て
が
同
じ
人

間
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
︒
だ
か
ら
逆

に
惹
か
れ
︑
魅
せ
ら
れ
︑
人
と
人
と

の
繋
が
り
が
扇
の
よ
う
に
広
が
る
の

で
し
ょ
う
︒
▼
膨
大
な
資
料
を
集

め
︑
そ
れ
ら
を
読
み
取
り
︑
噛
み
砕

き
︑
更
に
自
分
の
脚
色
を
加
え
︑
魂

を
入
れ
て
︑
新
た
な
物
語
を
作
る
︒

私
の
好
き
な
作
家
・
山
崎
豊
子
は
︑

後
世
に
残
る
多
数
の
名
作
を
遺
し
ま

し
た
︒
執
念
と
も
い
う
べ
き
創
作
力

へ
の
飽
く
な
き
追
求
︒
そ
の
欠
片
で

も
あ
れ
ば
と
︑
そ
の
世
界
に
酔
い
し

れ
る
人
達
は
山
の
よ
う
に
存
在
す
る

で
し
ょ
う
︒
▼
﹁
徒
然
草
﹂
に
は
︑

人
生
に
示
唆
を
与
え
る
名
言
が
溢
れ

ん
ば
か
り
で
す
︒
兼
好
が
繰
り
返
し

言
っ
て
い
る
の
は
﹁
人
生
は
短
い
︑

今
始
め
な
く
て
ど
う
す
る
﹂
で
す
︒

死
後
百
年
余
が
経
過
し
て
か
ら
︑
世

の
高
い
評
価
を
得
た
と
云
わ
れ
る
吉

田
兼
好
︒
そ
の
兼
好
が
師
事
し
た
と

さ
れ
る
登
蓮
法
師
の
一
遍
に
﹁
人
の

命
は
雨
の
晴
れ
間
を
待
っ
て
は
く
れ

な
い
﹂
が
あ
り
ま
す
︒
明
日
を
も
予

測
で
き
ぬ
命
︑
今
︑
こ
の
瞬
間
が
大

事
と
い
う
法
師
の
一
遍
が
︑
私
は
特

に
好
き
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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沖
縄
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

沖
縄
県
は
︑
距
離
に
し
て

東
西
約
１
０
０
０
㌔
㍍
︑
南

北
約
４
０
０
㌔
㍍
に
及
ぶ
広

大
な
海
域
に
点
在
す
る
琉
球

諸
島
か
ら
成
り
立
ち
ま
す
︒

亜
熱
帯
地
域
に
属
し
て
お

り
︑
年
平
均
気
温
が
約
23
度

と
１
年
中
温
暖
な
気
候
に
恵

ま
れ
︑
青
く
広
が
る
海
は
︑

熱
帯
魚
や
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
生

き
物
を
育
む
宝
庫
で
す
︒
ま

た
︑
本
島
北
部
地
域
や
離
島

に
残
る
豊
か
な
森
に
は
︑
ヤ

ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
イ
リ
オ
モ

テ
ヤ
マ
ネ
コ
︑
ノ
グ
チ
ゲ
ラ

な
ど
世
界
で
も
珍
し
い
動
植

物
や
昆
虫
が
生
息
し
て
い
ま

す
︒

　

県
の
人
口
は
︑
本
土
復
帰

の
昭
和
47
年
当
時
に
約
96
万

人
で
あ
っ
た
も
の
が
年
々
増

加
し
︑
平
成
28
年
10
月
1
日

現
在
で
は
約
１
４
４
万
人
と
︑

ほ
ぼ
１
・
５
倍
に
増
加
し
て

い
ま
す
︒
全
国
で
は
人
口
減

少
傾
向
に
あ
る
中
︑
沖
縄
で

は
人
口
増
加
率
が
３
・
０
％

と
︑
全
国
一
の
高
さ
を
誇
っ

て
い
ま
す
︒

　

こ
の
背
景
に
は
︑
冒
頭
お

話
し
し
た
豊
か
な
自
然
を
資

源
に
︑
国
内
有
数
の
観
光
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
が
あ

り
︑
国
内
外
か
ら
の
観
光
客

の
増
加
と
と
も
に
観
光
産
業

が
発
達
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒
同
時
に
︑
本
土
復
帰
後

の
国
の
政
策
と
し
て
︑道
路
︑

港
湾
︑
空
港
等
の
社
会
資
本

整
備
の
推
進
に
伴
う
公
共
事

業
が
︑
経
済
を
後
押
し
し
て

き
ま
し
た
︒

沖
縄
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
め
ぐ
る
動
向
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

一
時
1
㍑
１
８
０
円
に
も

高
騰
し
て
い
た
軽
油
価
格
は

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経
営

環
境
も
改
善
し
て
き
た
こ
と

と
︑
沖
縄
の
主
要
産
業
で
あ

る
観
光
に
つ
い
て
は
︑
入
域

観
光
客
数
が
28
年
度
に
８
０

０
万
人
を
突
破
し
︑
今
後
も

さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る

な
ど
︑
沖
縄
経
済
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
︒

私
の
感
覚
で
は
︑
本
土
復
帰

後
で
一
番
景
気
が
上
向
い
て

い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒
こ
れ
ま
で
沖
縄

経
済
は
︑
本
土
と
の
時
間
差

が
あ
り
︑
本
土
の
景
気
が
上

向
い
て
き
て
も
そ
の
実
感
が

な
く
︑
１
年
～
２
年
の
タ
イ

ム
ラ
グ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
︒

し
か
し
︑
現
在
は
ま
さ
に
好

景
気
の
実
感
が
あ
り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
み
る
と
︑

経
済
の
好
調
に
よ
り
物
流
も

増
大
し
て
お
り
︑
特
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
︒沖
縄
で
は
︑

バ
ス
︑
タ
ク
シ
ー
な
ど
運
輸

業
界
内
だ
け
で
な
く
︑
他
産

業
と
も
人
材
確
保
に
つ
い
て

の
競
争
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
︒

　

沖
縄
県
全
体
の
有
効
求
人

倍
率
は
５
年
前
に
０
・
３
倍

だ
っ
た
も
の
が
現
在
は
１
・

13
倍
︑
完
全
失
業
率
は
28
年

に
４
％
で
あ
っ
た
も
の
が
最

近
は
３
・
５
％
と
改
善
し
︑

全
国
平
均
の
３
・
１
％
に
近

付
い
て
い
ま
す
︒
な
お
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

の
有
効
求
人
倍
率
は
︑
２
～

２
・
５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

今
後
︑
労
働
基
準
法
改
正

に
伴
う
60
時
間
超
の
時
間
外

労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
の

増
加
（
平
成
32
年
４
月
か
ら

25
％
～
50
％
に
増
）
な
ど
︑

労
働
環
境
に
つ
い
て
は
た
く

さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま
す
︒

こ
の
先
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保

を
進
め
る
た
め
に
は
︑
労
働

環
境
を
改
善
す
る
必
要
が
あ

り
︑
長
時
間
労
働
の
抑
制
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
︑

27
年
度
か
ら
厚
生
労
働
・
国

土
交
通
省
︑
荷
主
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
等
を
交
え
た

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

沖
縄
県
地
方
協
議
会
﹂
が
３

回
開
催
さ
れ
︑
28
年
度
と
29

年
度
は
発
荷
主
︑
着
荷
主
︑

元
請
運
送
事
業
者
︑
下
請
運

送
事
業
者
で
構
成
す
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
が
実
施
さ
れ
て

お
り
︑
現
状
の
分
析
や
課
題

の
洗
い
出
し
等
に
よ
り
︑
手

待
ち
時
間
な
ど
の
解
消
が
進

む
こ
と
に
大
変
期
待
し
て
い

ま
す
︒

沖
縄
県
ト
協
独
自
の
取
り

組
み
な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
︒

　

沖
縄
県
ト
協
で
は
︑﹁
飲

酒
運
転
根
絶
運
動
﹂
に
特
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
︒
こ
れ
ま
で
︑
沖
縄
県

は
︑
飲
酒
運
転
検
挙
数
︑
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
件
数
な

ど
に
つ
い
て
︑
全
国
で
も
﹁
ワ

ー
ス
ト
１
﹂
を
争
う
よ
う
な

状
態
に
あ
り
ま
し
た
︒
こ
の

状
況
を
な
ん
と
か
打
破
し
よ

う
と
︑
毎
年
︑
飲
酒
運
転
根

絶
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー

を
独
自
で
作
成
・
配
布
し
て

い
る
ほ
か
︑
沖
縄
県
ト
協
の

機
関
紙
﹃
沖
縄
ト
ラ
ッ
ク
情

報
﹄
の
表
紙
（
写
真
）
を
活

用
し
て
︑﹁
飲
酒
運
転
に
よ

る
代
償
﹂
と
し
て
︑
飲
酒
運

転
に
よ
る
罰
則
や
事
故
の
賠

償
責
任
な
ど
を
紹
介
す
る
内

容
を
継
続
し
て
掲
載
し
︑
啓

発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑地
元
ラ
ジ
オ
局
で
︑

沖
縄
県
ト
協
が
自
主
制
作
し

た
番
組
を
放
送
し
て
︑
飲
酒

運
転
根
絶
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
︒
こ
う
し
た
各
種
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
︑
沖

縄
県
︑
沖
縄
県
議
会
︑
沖
縄

県
警
察
主
催
に
よ
る
﹁
飲
酒

運
転
根
絶
県
民
大
会
﹂で
は
︑

沖
縄
県
ト
協
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
︒
こ
れ
ら
の
活
動
が
功

を
奏
し
︑
本
年
は
︑
ワ
ー
ス

ト
１
か
ら
の
脱
却
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
人
材
確
保
対
策
で

は
︑
会
員
事
業
者
合
同
に
よ

る
﹁
就
職
個
別
説
明
会
﹂
を

開
催
し
ま
す
︒
こ
れ
は
来
年

度
の
高
等
学
校
卒
業
者
を
対

象
に
し
た
も
の
で
︑
早
め
の

対
応
を
心
が
け
︑
30
年
前
半

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
沖
縄
県
で
も
全

国
の
女
性
部
会
設
立
に
呼
応

し
て
︑
女
性
部
会
を
設
立
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
︒
女
性

経
営
者
・
幹
部
層
の
育
成
・

資
質
向
上
対
策
を
行
う
と
と

も
に
︑女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
﹁
ト

ラ
ガ
ー
ル
﹂
の
採
用
・
活
用

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
︒

　

防
災
関
係
で
は
︑
27
年
５

月
に
那
覇
市
と
﹁
津
波
緊
急

一
時
避
難
施
設
協
定
﹂
を
締

結
し
ま
し
た
︒
こ
の
協
定
は
︑

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

時
か
ら
警
報
が
解
除
さ
れ
︑

浸
水
が
解
消
し
︑
他
の
収
容

避
難
所
へ
安
全
に
移
動
で
き

る
ま
で
の
間
︑当
協
会
の
﹁
九

州
沖
縄
ト
ラ
ッ
ク
研
修
会

館
﹂
を
一
般
に
津
波
避
難
所

と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
︒

　

同
じ
年
の
12
月
に
は
︑
沖

縄
県
と
﹁
災
害
発
生
時
に
お

け
る
物
資
等
の
緊
急
輸
送
に

係
る
協
定
﹂
を
締
結
し
て
い

ま
す
︒
自
然
災
害
を
も
た
ら

す
主
な
大
気
現
象
は
︑台
風
︑

大
雨
な
ど
で
︑
沖
縄
地
方
は

最
盛
期
の
台
風
の
通
り
道
に

あ
た
っ
て
い
る
た
め
︑
毎
年

平
均
７
個
程
度
の
台
風
が
来

襲
し
︑
暴
風
雨
︑
高
波
な
ど

を
伴
っ
て
各
所
に
大
き
な
被

害
を
与
え
て
い
ま
す
︒
加
え

て
︑
先
島
諸
島
で
１
万
２
千

人
を
超
え
る
死
者
を
出
し
た

１
７
７
１
年
の
八
重
山
地
震

津
波
（
明
和
大
津
波
）
や
︑

沖
縄
本
島
を
は
じ
め
各
地
に

津
波
が
襲
来
し
︑
死
者
３
人

を
も
た
ら
し
た
１
９
６
０
年

の
チ
リ
地
震
津
波
な
ど
津
波

に
よ
る
被
害
も
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
総
合
的
に
防
災

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
︒

　

特
に
︑
避
難
住
民
の
命
を

繋
ぐ
支
援
物
資
等
の
備
蓄
や

輸
送
な
ど
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
は

輸
送
の
プ
ロ
﹂
で
あ
り
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
︑

支
援
物
資
の
備
蓄
・
配
送
セ

ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
も
含

め
︑
行
政
等
へ
提
案
・
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す沖

縄
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
︑
日
頃
か
ら
お
考

え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ
シ

ー
ま
た
は
今
後
の
抱
負
な 

ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

現
在
︑
沖
縄
県
経
済
は
未

曽
有
の
好
景
気
を
迎
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
︒
特
に
観
光

産
業
に
お
い
て
そ
の
発
展
は

顕
著
で
す
︒
国
内
外
定
期
航

空
便
も
軒
並
み
好
調
な
こ
と

に
加
え
て
︑
外
国
か
ら
の
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
数
は
毎
年

増
加
し
︑
29
年
は
５
２
９
回

を
見
込
ん
で
い
ま
す
︒
ク
ル

ー
ズ
船
に
は
︑
１
隻
当
た
り

約
３
千
人
が
乗
船
し
て
お

り
︑
そ
の
乗
客
１
人
当
た
り

平
均
約
15
万
円
を
︑
沖
縄
県

内
で
飲
食
や
お
土
産
な
ど
に

消
費
す
る
と
さ
れ
ま
す
︒
こ

の
経
済
効
果
は
莫
大
で
︑
関

係
す
る
全
て
の
業
界
で
そ
の

恩
恵
を
受
け
ま
す
︒
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
も
当
然
物
量
が

増
え
ま
す
が
︑
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
定
的
に
安
全
・
安
心

な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
︑
県
内
最
大
の
観
光
産
業

を
県
民
一
丸
と
な
っ
て
支
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
先
ほ
ど

か
ら
何
度
も
申
し
上
げ
て
い

る
通
り
︑
人
材
不
足
が
一
層

深
刻
化
し
て
い
く
と
い
え
ま

す
︒ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

﹁
長
時
間
労
働
で
低
賃
金
﹂

と
い
う
状
況
で
あ
り
︑
こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に
︑
国
を

挙
げ
て
生
産
性
向
上
対
策
や

﹁
働
き
方
改
革
﹂
が
推
進
さ

れ
て
お
り
ま
す
︒
こ
う
し
た

構
造
的
な
改
革
を
も
っ
て
解

決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
ま
す

が
︑
業
界
と
し
て
も
独
自
に

人
材
不
足
解
消
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒

　

特
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
︑
低
収

入
解
消
の
原
資
と
な
る
﹁
適

正
運
賃
・
料
金
の
収
受
﹂
に

向
け
た
荷
主
へ
の
周
知
・
広

報
な
ど
の
環
境
醸
成
︑
ま
だ

ま
だ
﹁
３
Ｋ
﹂
業
界
の
イ
メ

ー
ジ
が
抜
け
な
い
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
︑
魅
力
向
上
へ

の
取
り
組
み
に
資
す
る
広
報

活
動
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
︒
ま
た
︑
人
材
の
育
成
が

喫
緊
の
課
題
と
考
え
ま
す
︒

業
界
の
経
営
者
・
後
継
者
の

育
成
は
︑
今
後
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
発
展
の
カ
ギ
を

握
り
ま
す
︒
優
秀
な
経
営
者

が﹁
魅
力
あ
る
業
界
づ
く
り
﹂

に
努
め
る
こ
と
が
︑
働
く
ド

ラ
イ
バ
ー
の
幸
せ
に
繋
が
り

ま
す
︒

　

行
政
か
ら
の
後
押
し
を
受

け
た
構
造
改
革
と
業
界
の
自

助
努
力
に
よ
る
魅
力
あ
る
業

界
づ
く
り
︑
そ
し
て
︑
そ
の

広
報
活
動
を
一
体
で
行
う
こ

と
こ
そ
が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す

行
政
機
関
や
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
な
ど
へ
の
要 

望
︑
ま
た
は
会
員
事
業
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
︒

　

沖
縄
県
で
は
︑
ほ
と
ん
ど

那
覇
市
な
ど
を
中
心
と
し
た

南
部
地
区
に
人
口
が
集
中
し

て
お
り
︑
通
勤
時
道
路
渋
滞

は
全
国
一
深
刻
で
す
︒
こ
れ

は
県
民
の
生
活
の
み
な
ら
ず
︑

観
光
や
物
流
︑
産
業
活
動
に

も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
︑
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
の

発
展
に
と
っ
て
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
で
︑
沖
縄

県
民
の
生
活
環
境
向
上
︑
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
維
持
︑

地
域
経
済
と
物
流
の
生
産
性

向
上
を
図
る
た
め
に
は
︑
関

係
機
関
が
連
携
し
︑
道
路
渋

滞
対
策
や
公
共
交
通
機
関
利

用
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
︒

　

一
方
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
公
共
性
を
鑑
み
︑
円
滑
な

物
流
を
確
保
す
る
た
め
︑
沖

縄
自
動
車
道
の
通
行
料
金
に
︑

﹁
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
特
別
割

引
（
50
％
）﹂
の
創
設
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

沖
縄
県
と
全
国
の
各
種
指
標
を
比

較
す
る
と
︑﹁
沖
縄
ら
し
さ
﹂
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
︒
沖
縄
県
の
土
地

面
積
は
44
位
で
狭
い
わ
り
に
人
口
は

25
位
︑
人
口
密
度
に
つ
い
て
は
９
位
で

す
︒
ま
た
特
徴
的
な
の
は
︑
出
生
数

が
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
全
国
１

位
に
対
し
︑
同
死
亡
数
は
47
位
と
両

極
端
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
さ
ら
に
︑

産
業
構
造
も
特
徴
的
で
︑
第
１
次
産

業
構
成
比
は
24
位
と
平
均
的
な
の
に

対
し
て
︑
第
２
次
産
業
の
う
ち
製
造

業
が
47
位
︑
同
建
設
業
が
４
位
︑
そ

し
て
第
３
次
産
業
が
２
位
と
︑
観
光

や
公
共
事
業
が
際
立
っ
て
発
展
し
た

沖
縄
の
姿
が
み
え
ま
す
︒

指
標
で
み
る
沖
縄　

こ
こ
が
す
ご
い
！

佐次田 朗 会長の横顔
さ　じ　た あきら

丸石運送株式会社　代表取締役社長
ご家族は？　家内と、会社を手伝って
もらっている次男と、室内犬一匹です。
長男と長女は独立しています。
ご趣味は？　ギターとパソコン、そし
て、日曜の農作業です。毎朝起きたら
すぐに２～３曲弾くのが日課で、日曜
は本島北部の畑で山羊を飼い、マン
ゴー、トマト、サトウキビなど育ててい
ます。パソコン、カメラも得意で、当協

会の飲酒運転根絶ポスターでは、撮
影と制作を担当しています。
座右の銘は？　「一期一会」です。この
言葉は、本当にそうだなと、身に染みて
感じます。
最近読んだ本は？　読書はもともと
好きです。山崎豊子の『沈まぬ太陽』
『不毛地帯』など心に残っています。最
近では林真理子の『下流の宴』ですね。

67歳
（昭和24年12月15日生まれ）

沖縄県トラック協会
公益社団法人

深刻化する人材不足解消に業界イメージ改善必要
佐次田 朗 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、 

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
佐
次
田
朗
会
長
で
す
。

《全国からみた沖縄県》
指　　　　　標 単位 沖縄県 順位 全国 調査（年月日）

面積 ㎢ 2,281.12 44 377,970.75 平成27年10月1日

米軍専用施設面積 ㎢ 229.9 1 306.2 平成28年3月

米軍施設数 か所 31 1 51 〃

人口 千人 1,434 25 127,110 平成27年

人口密度 人/㎢ 623.0 9 340.7 平成26年

人口千人当たり出生数 人 11.9 1 8.0 平成27年

人口千人当たり死亡数 人 8.0 47 10.3 〃

第１次産業構成比 ％ 1.54 24 1.06 平成25年度

第２次産業構成比 ％ 13.89 46 24.25 〃

（うち製造業） ％ 4.24 47 18.53 〃

（うち建設業） ％ 9.49 4 5.64 〃

第３次産業構成比 ％ 84.57 2 74.69 〃

１人当たり県民所得 千円 2,102 47 3,065 〃

完全失業率 ％ 5.1 1 3.4 平成27年

生活保護率 ％ 24.7 5 17.1 平成27年11月

現金給与総額（平均給与） 円/月 236,220 47 316,567 平成26年

道路舗装率 ％ 50.0 5 27.5 平成26年4月1日
出典：沖縄県「おきなわのすがた（県勢概要）」

機関紙の表紙を活用して飲酒運転根絶を
呼びかけている


